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騨
雛
猟廳
磨
ぐ
時
無
/
軍
戚
豆
八
年
豪
鬮
と
週
略
管
理

くま褻
熟
泳蘂讓
廳嚢朧
嶬
朧
嶬
薹
榊
臟圓
圓
圓
鬮
鬱
翳
ろ圓

週

轡
璽
者
へ
◎
藁
蠣
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
･
防
災
課
道
路
防
災
対
策
室

国

は
じ
め
に

平
成
一
七
年
度
は
、
例
年
よ
り
も
早
く
一
二
月
中
旬
か

ら
日
本
海
側
を
中
心
に
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
一
月
末
ま
で

の
降
雪
深
が
平
年
の
約
二
倍
、
年
度
末
ま
で
で
も
平
年
の

一
･
五
倍
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中

の
事
故
な
ど
に
よ
り
一
五
一
名

(四
月
一
七
日
現
在
)
の

方
々
が
犠
牲

(大
雪
に
よ
る
犠
牲
者
と
し
て
は
、
昭
和
三

人
年
、
五
六
年
に
次
い
で
戦
後
三
番
目
の
被
害
)
に
な
る

と
と
も
に
、
雪
崩
や
集
落
の
孤
立
が
発
生
す
る
な
ど
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、
気
象
庁
に
お
い
て
も

｢昭
和
三
八
年

一
月
豪
雪
｣
以
来
と
な
る

｢平
成
一
人
年
豪
雪
｣
と
命
名

す
る
な
ど
、
記
録
的
な
豪
雪
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
豪
雪
に
対
し
て
国
土
交
通
省
が
行
っ

た
道
路
管
理
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

平
成
=七
年
麗
の
降
雪
状
況

平
成
一
七
年
三
一月
は
、
偏
西
風
の
蛇
行
に
よ
り
非
常

に
強
い
寒
気
が
断
続
的
に
流
れ
込
み
、
強
い
冬
型
の
気
圧

配
置
の
日
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
同
月
の
平
均
気

温
は
二
〇
年
ぶ
り
の
全
国
低
温
と
な
り
、
ま
た
、
日
本
海

側
の
地
方
を
中
心
に
三
一月
と
し
て
は
記
録
的
な
大
雪
と

な
っ
た
。
一
月
以
降
も
日
本
海
側
の
山
沿
い
を
中
心
に
大

雪
と
な
る
日
が
た
び
た
び
あ
り
、
各
地
で
積
雪
の
最
大
記

録
を
更
新
し
た
o

図
1
は
、
積
雪
寒
冷
地
域
に
お
い
て
道
路
管
理
用
に
道

府
県
で
観
測
し
た
指
定
雪
量
観
測
点
(全
国
一
〇
三
ヵ
所
)

に
お
け
る
累
加
降
雪
深

(全
国
平
均
)
を
示
し
た
グ
ラ
フ

で
あ
る
。
一
月
上
旬
で
平
年
の
約
三
倍
の
降
雪
量
と
な
り
、

年
度
末
で
も
約
一
･
五
倍
の
降
雪
量
と
な
っ
た
。

県道久栗坂造道線 青森市石江地内 (青森県提供)
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勲
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糟
逢
鮮

は
均
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驚緋椴み少ず 3
月
31
日

3
月
劉
日

3
月
11
日

3
月
1
日

2
月
博
日

均

2
月
9
日

酵全平成17年度の降雪状況 (累加降雪深 :全国平均)

1
月
30
日

1
月
20
日

1
月
10
日

12
月
31
日

惚
月
21
日

12
月
刊
日

、

12
月
l
日

図

三

政
府
及
び
国
王
交
通
省
の

寒
波
の
雪
害
へ
の
対
応

一
二
月
の
寒
波
に
よ
り
、
北
陸
道
や
関
越
道
な
ど
の
高

速
道
路
に
お
い
て
通
行
止
め
、
新
潟
や
関
西
に
お
け
る
大

規
模
な
停
電
、
J
R
東
日
本

･
羽
越
本
線

(山
形
県
)
の

列
車
脱
線
事
故
な
ど
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
、
三
一月
二
六
日
に

｢今
後

の
降
雪
等
に
関
す
る
道
路
管
理
に
つ
い
て
｣
と
し
て
、
道

路
の
適
切
な
除
雪
や
専
門
家
を
活
用
し
た
雪
崩
危
険
箇
所

の
点
検
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
各
道
路
管
理
者
に
通
知
を

発
出
し
た
。

ま
た
、
三
一月
二
八
日
に
は

｢寒
波
･
雪
害
に
関
す
る

政
府

･
与
党
会
合
｣
に
引
き
続
き

｢寒
波

･
雪
書
対
策
に

関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
｣
が
設
置
さ
れ
、
日
本
各
地

の
低
温
に
伴
う
寒
波

･
雪
害
に
つ
い
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
、
被
災
者
対
策
な
ど

九
項
目
に
つ
い
て
の
、
政
府
の
対
応
策
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
。
こ
の
な
か
で
道
路
に
つ
い
て
は
、
｢道
路
交
通
の

確
保
｣
を
図
る
と
と
も
に
、
｢除
排
雪
作
業
経
費
に
対
す

る
道
府
県
へ
の
補
助
金
の
緊
急
配
分
及
び
市
町
村
道
除
雪

費
補
助
の
検
討
｣
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

年
が
明
け
、
一
月
六
日
に
は
内
閣
総
理
大
臣
よ
り

｢関

係
省
庁
が
連
携
し
て
、
災
宝
星
寸
の
発
生
に
備
え
、
情
報
収

集
と
事
態
へ
の
対
処
に
遺
漏
無
き
を
期
す
よ
う
｣
指
示
が

あ
り
、
ま
た
国
土
交
通
省
と
し
て
も

｢豪
雪
対
策
本
部
｣

を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
同
日
、
新
潟
県
は
十
日
町
市
や
津

南
町
な
ど
五
市
町
村

(そ
の
後
、
=

市
町
村
に
拡
大
)

に
災
害
救
助
法
を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
七
日
に
は
、
長

野
県
が
飯
山
市
や
信
濃
町
な
ど
七
市
町
村

(そ
の
後
、
八

市
町
村
に
拡
大
)
に
災
害
救
助
法
を
適
用
し
、
住
宅
の
雪

下
ろ
し
な
ど
の
支
援
活
動
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
新
潟
県
、

長
野
県
、
秋
田
県
な
ど
に
は
知
事
の
要
請
に
基
づ
き
、
除

雪
作
業
な
ど
の
た
め
陸
上
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
た
。

ま
た
、
七
日
に
は
沓
掛
防
災
担
当
大
臣
が
新
潟
県
を
視

察
す
る
と
と
も
に
、
八
日
に
は
北
側
国
土
交
通
大
臣
と
松

村
国
土
交
通
副
大
臣
が
福
井
県
を
視
察
し
、
二
七
日
に
は

吉
田
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
が
長
野
県
と
新
潟
県
を
視
察

し
た
。
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【国
土
交
通
省
に
お
け
る
道
路
管
理
に
関
す
る
主
な
対
応
】

･
｢今
後
の
降
雪
等
に
関
す
る
道
路
管
理
に
つ
い
て
｣

通
知

(
一
二
月
二
六
日
)

･
｢今
冬
の
防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
｣
通
知

(
一

二
月
二
八
日
)

･
｢豪
雪
対
策
本
部
｣
設
置

(
一
月
六
日
)

･
沓
掛
防
災
担
当
大
臣
の
新
潟
県
視
察
に
同
行

(
一
月

七
日
)

･
北
側
国
土
交
通
大
臣
と
松
村
国
土
交
通
副
大
臣
が
福

井
県
を
視
察

(
一
月
八
日
)

･
｢雪
崩
、
融
雪
出
水
及
び
雪
捨
て
場
確
保
に
つ
い
て
｣

通
知

(
一
月
一
二
日
)



･
｢道
路
除
雪
作
業
に
伴
う
事
故
防
止
に
つ
い
て
｣
通

知

(
一
月
一
三
日
)

･
｢今
後
の
雪
書
等
に
関
す
る
道
路
管
理
に
つ
い
て
｣

通
知

(
一
月
一
三
日
)

･
｢今
冬
の
大
雪
に
お
け
る
通
学
路
等
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
｣
通
知

(
一
月
一
九
日
)

･
｢豪
雪
地
帯
に
お
け
る
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
懇
談
会
｣
設
置

(
一
月
二
六
日
)

･吉
田
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
が
長
野
県
と
新
潟
県
を

視
察

(
一
月
二
七
日
)

･
｢融
雪
期
に
お
け
る
防
災
対
策
に
つ
い
て
｣
通
知

(二
月
二
八
日
)

三

道
路
除
雪
費
の
夏
援

年
末
に
と
り
ま
と
め
た
政
府
の
寒
波
･
雪
害
対
策
を
踏

ま
え
、
地
方
公
共
団
体
へ
道
路
の
除
雪
費
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
た
。
特
に
市
町
村
道
の
除
雪
費
に
つ
い
て
は
、
通

常
、
普
通
交
付
税
及
び
特
別
交
付
税
に
よ
り
財
政
措
置
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
降
雪
の
著
し
い
年
に
は
、
国
土
交
通

省
で
市
町
村
に
補
助
す
る
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
平
成
一
七
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
補
助
を
行

っ
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

.
一
月

一
〇
日

=
市
町
村
道
に
つ
い
て
、
除
雪
費
や
降
雪
状
況
の
調

査
開
始

.
一
月

一
三
日

=
道
府
県
管
理
道
路
に
つ
い
て
、
二
六
道
府
県
･
政

令
市
に
対
し
、
事
業
費
約
一
六
九
億
円
を
緊
急
配

分

.
二
月

三
日

=
市
町
村
道
に
つ
い
て
、
ニ
ニ
道
府
県
の
一
九
七
市

町
村
を
対
象
に
事
業
費
約
五
五
億
円
を
緊
急
措
置

.
三
月
二
二
日

=
道
府
県
管
理
道
路
に
つ
い
て
、
二
六
道
府
県
･
政

令
市
に
対
し
、
事
業
費
一
五
九
億
円
、
市
町
村
道

に
つ
い
て
、
ニ
ニ
道
府
県
の
三
三
一
市
町
村
に
対

し
、
事
業
費
約
一
四
〇
億
円
を
追
加
措
置

な
お
、
追
加
措
置
の
た
め
、
予
備
費
三

人
億
円
が
使

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
除
雪
費
補
助
額
は
過
去
最
大
と
な

っ
た

(表
1
に
過
去
の
市
町
村
道
除
雪
費
補
助
の
実
施
状

況
、
表
2
に
平
成
一
七
年
度
の
除
雪
費
補
助
、
表
3
に
平

成
一
七
年
度
道
府
県
･
政
令
市
別
の
除
雪
費
補
助
、
図
2

に
平
成
一
七
年
度
市
町
村
道
除
雪
費
補
助
の
考
え
方
を
示

し
た
)
。

表 1 市町村道除雪費補助の実施状況について

覇 騙鯛無 鰡臟 離卸篩 聽 鸚 覊
室目眩仏

富永な十1
硼

韻
凝

今 回
追加倍置(刻 軋訂ムロ

補
助
実
績

開 574市町村 鰍市町村 632市町村 389市町村 鞠492 轡第 村市
“筋 蹄鱗 村市

卸331 椒細
事業費 41億円 81億円 86億円 49億円 繊 醐62 繃 飼 翻140 鱗
鞭 20億円 41億円 43億円 25億円 卿 卿 軸20 鰤 備 -‐‐‐･…億98

※ 重複があるため、 緊急措置と追加措置の和にならない。



表 2 平成17年度の道路の除雪費補助
事業費 (国費) :億円

緊急配分
緊急措置 追加措置 合 計 日l6比 備 考

道府県
管理道路

169

( 113 )
159

( 106 )
328

( 219 )
13

H 17当初予算の1.5倍

市町村道 55

( 28 )
140

( 70 )
195

( 98 )
4.4

331市町村 (追加措置)
H 16は165市町村

合 計 224
( 141 )

299

( 176 )
523

( 317 )
1.8

( ) は国費 補助率は、 道府県道2/3、 市町村道l/2

表 3 平成17年度道府県 ･政令市別の道路除雪費補助事業費
【道府県管理道路】

道府県
政令市名

緊急配分
(ljl艶岡
事業費

追加措置
(3月22ロ〕
事業費

合 計
事業費

北海道 3,768 1,167 4,935

札幌市 501 159 660

青森県 1,212 1,263 2,475

岩手県 717 519 1,236

宮城県 312 63 375

仙台市 9 135 144

秋田県 1,230 1,338 2,568

山形県 1,356 1,653 3,009

福島県 615 549 1,164

栃木県 45 114 159

群馬県 105 747 852

長野県 894 699 1,593

新潟県 2,535 3,462 5,997

富山県 588 726 1,314

石川県
岐阜県

468 717 1,185

795 912 1'707

福井県 651 861 1,512

滋賀県 189 162 351

京都府 147 90 237

京都市 9 15 24

兵庫県 213 228 441

252鳥取県 87 165

島根県 222 21 243

岡山県 51 69 120

広島県 138 33 171

山ロ県 30 21 51

全国 16,887 15,888 32,775

単位 :百万円 【市町村道】 単位 :百万円

道府県名
緊急措置
(2月3刊

追加措置
(3月22日)

合 計

市町村数 事業費 市町村数 事業費 市町村数 事業費
北海道 19 230 M 1,202 54 1,432

青森県 2 22 29 1,爵 29 1,462

岩手県 11 l99 23 1,463 23 1,662

宮城県 2 17 7 261 7 278

秋田県 12 540 26 2,162 26 2,702

山形県 20 529 32 1,800 33 2,329

福島県 10 111 17 276 17 387

27栃木県 1 6 2 21 2

群馬県 2 49 3 95 3 144

長野県 15 456 17 581 18 1,037

新潟県 20 1,298 26 2,402 28 3,700

富山県 1l 263 13 229 15 492

石川県 16 44l 18 414 18 855

岐阜県 Lo 446 10 528 lo 974

福井県 14 391 l3 407 l5 798

京都府 6 80 8 79 8 159

滋賀県 4 60 4 74 4 134

兵庫県 4 88 5 71 5 159

鳥取県 3 32 6 122 6 154

島根県 7 83 7 59 7 142

岡山県
広島県

3

5

43 5 81 5 124

163 6 170 6 333

全国 197 5,547 331 13,937 339 19,484

※ 補助率 1/2

(注 1 ) 合計の欄の市町村数は、前回配分と追加配分の市町村に重複がある
ため、各々の和と一致しない。

(注2 ) 上記の他、指導監督事務費として、前回配分でl6百万円、追加配分
で38百万円、合計54百万円がある。

※ 補助率 2/3

○対象市町村の要件
豪雪地帯に指定された市町村又は

今冬の最大積雪深がloocmを超える市町村

かつ

l 今冬の積雪積算値が平年の概ね1.5倍以上の市町村 l

かつ

l市町村道 (幹線) の [今年度除雪費‐平年度除雪費] ≧ 捌万円 1

0 対象市町村への配分事業費
配分事業費=市町村道 (幹線) の [今年度除雪費-平年度除雪費]

図 2 平成17年度市町村道除雪費補助の考え方



四

地
方
整
備
局
等
に
よ
る

地
方
公
共
団
体
へ
の
夏
撹

平
成
一
人
年
豪
雪
は
、
初
冬
の
時
期
に
短
期
集
中
し
て

降
雪
に
見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
低
温
の
た
め
雪
解
け
が
進
ま

な
い
ま
ま
降
雪
が
続
き
、
一
部
の
地
方
公
共
団
体
で
は
対

応
に
苦
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
国
土
交
通

省
の
各
地
方
整
備
局
等
で
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、
道
路
除
雪
の
支
援
や
除
雪
車
の
貸
与
、
雪
捨
場

の
提
供
、雪
崩
調
査
の
支
援
な
ど
様
々
な
支
援
を
行
っ
た
。

表4 地方整備局等による地方公共団体への主な支援

地方整備局等 支 援 内 容

北海道開発局 馴町柵
舸

工

て

靜
粃

轍

數

輻

を

綴)鰤禰
鰡鮴鰍蜘灘灘

東北地方整備局 潤嶮詞繖漱綴歓撚雪n除
敷烙

硼
第
肋讓町管市

国

関東地方整備局 ･市町村道における排雪処理を支援 くみなかみ町)

北陸地方整備局
山

同
値

谷
与

)

千
貸

県

小
を
可
潟

、器
許
新

市
機
て
(

岡
信
し
遣

長
通
と
派

、や
場
を

県

一
て
リ

潟
力
捨
へ

新
ル
雪
災

(
べ
を
防

与

ョ
)
に

貸
シ
所
め

へ
に
力
た

体
場
76
の

団
現
(

査

共
落
数
詞

公
粉
川
崩

方
砂
河
雪

地
土
の
の

を
る
川
路

等
よ
河
道

単
に
理
理

雪
雪
管
管

除
降
国
県

中部地方整備局 ･小型除雪車を貸与 (飛騨市)

近畿地方整備局 ･国管理河川の河川敷 (11ヵ所) を雪捨て場として許可

中国地方整備局
舸てL)

祠
竣

南
て

雲
捨、雪

県
を

根
)

島
所力

与
3

貸
(

を
敷

車
川

雪
河

除
の

一
川

リ
河タ纜

ロ
国
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三
ペ

ン
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、
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　　一般国道117号 新潟県十日町市中条地内 (新潟県提供)

表
4
は
、
各
地
方
整
備
局
等
が
地
方
公
共
団
体
へ
行
っ
た

主
な
支
援
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

平
成
一
人
年
豪
雪
は
、
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
と
も
に
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
す
な
ど
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
堆
雪
処
理
や
歩
行
者
空
間
の
確
保
、
雪

崩
対
策
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
雪
国
の

中
山
間
地
域
の
過
疎
化

･
高
齢
化
と
い
っ
た
問
題
も
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
八
年
豪
雪
を
教
訓
と
し
、

ハ
ー
ド
面
･
ソ
フ
ト
面
に
わ
た
る
豪
雪
対
策
に
つ
い
て
、

従
来
の
対
策
の
再
点
検
と
今
後
充
実

･
強
化
す
べ
き
分
野

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
｢豪
雪
地
帯
に
お
け
る
安
全
安

心
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
懇
談
会
｣
を
設
置
し
、
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

積
雪
地
域
に
お
け
る
冬
期
道
路
交
通
の
確
保
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
。少
子
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

･
高
度
化
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
行
政
と
地
域
住
民
等
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
充
実
な
ど
、
冬
期
に
お
け
る
効
率
的
な

道
路
交
通
確
保
を
図
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。



覊
薇ね狹嶬
騒
ぎ
特
簾
/
鑿
或
霊
人
筆
豪
雪
と
遭
略
管
纏

お
鳶賞
纖嚢褻讓
嶬
蘂讓嶬薹
圓
嶬綾嶬襲鬮
榊圓嶬鬮
醐
腕繭

攣
廉
◎《
罐
轢
鬮
◎
鯖
鱸
に
つ
い
て

北
陸
地
方
整
備
局

き藁

硼
/

(一般国道17号新潟県南魚沼市 平成18年1月6日撮影)

写真 2 うずたかく積まれた雪の壁に
　

　
　

　
　
　　
　　

ご
ざ
れ
諄
ぷ
ご

ぜ
鱈
襲

哺

平
成
一八
年
豪
雪
の
特
徴

気
象
庁
は
三
月
一
日
、
今
冬
の
大
雪
を

｢平
成
一
八
年

豪
雪
｣
と
命
名
し
た
。
大
雪
被
害
の
命
名
は

｢昭
和
三
人

年
一
月
豪
雪
｣
(通
称
三
八
豪
雪
)
以
来
四
三
年
ぶ
り
と

な
る
が
、
全
国
各
地
の
降
雪
状
況
か
ら
一
九
八
四
年

(通

称
五
九
豪
雪
)
以
降
二
二
年
ぶ
り
の
大
雪
と
な
り
、
被
害

も
甚
大
と
な
っ
た
こ
と
が
命
名
に
至
っ
た
。

北
陸
地
方
整
備
局
管
内
で
は
、
一
般
国
道
一
七
号
、
一

八
号
な
ど
関
東
地
方
と
結
ぶ
県
境
周
辺
の
山
間
部
を
中
心

に
軒
並
み
大
雪
と
な
り
、
累
計
降
雪
量
が
整
備
局
観
測
所

四
三
ヵ
所
の
う
ち
二
七
ヵ
所

(全
体
の
六
三
%
)
で
平
年

の
一
･
五
倍
を
超
え
た
。
ま
た
、
五
九
豪
雪
を
上
回
る
観

測
所
も
五
ヵ
所
あ
っ
た

(図
1
)。
新
潟
群
馬
県
境
を
結

ぶ
一
般
国
道
一
七
号
の
新
潟
県
湯
沢
町
で
は
累
計
降
雪
量

1 降り止まない雪の中、懸命の除雪作業
(一般国道17号新潟県魚沼市 平成18年1月5日撮影)



.･
‐
/

　
　
　

　

　
　
　
　

　

･/
~
./◆/

程=
撻
国
既

,･、
･,)

中之島

　
　
　
イ
..

･、

柏崎

　ん悔較

/
.

小

/
1

　
　
　
　

　
　
　　

-′I

!‐'

総
〉

~＼
,ン

　

　

石

、 ※ m ヵ年平均は、 最近の多雪年 (H 12、 H 16) を除く過去10年間の平均値

観測所 豪雪 10ヵ年平均 59豪雪 1 観測所 1 18豪雪 10ヵ年平均 59豪雪 l 観測所 1 18漿雪 10ヵ年平均 59装雪

蒲萄 901 607 1 1R11 出雲崎 I 2o7 208 559I 富山 l 252 鰓 534

村上 339 215 604l 小千谷 1 し261 710 1,617
l 片掛 r 970 558 鰺

関川 665 370 897l ;--□ r 1,868 773 1,795
l ′J･矢部 l、 500 搬 576

金丸 概 斡 1鴛= 小出 l 1,180 815 1,549
I 砺波 l 461 267 679

鰄喜
一巻

学
ぶ

“-JJ。晝
34
一閲
一郎
一62 舵一一一。

臘主導鑓
津川 癈 郷

568 1,113
I 妙高 1 ･ し956 抑L 鱗瀦鸚

108
132

279
378

水原 郎 212 563I 中郷 l 玉露o 837 蹴鉄廊 髄 452

中之島 稀 263 7151 糸魚川 l 167 ● 寢.･■‐‐･･.･.･･.･襁525 121 鐇
長岡 560 347 1,o28

1 高田 l 577 約 廓鰈鰓 幼 郷
五十土 615 540 1,341

l 黒部 I 4o9 214 匠松琥
110 464

柏崎 猟 164
覊騨讓覊榊 59豪雪を超えた箇所

が
約
二
0
m
を
記
録
し
、
過
去
一
0
ヵ
年
平
均
の
約
二
倍

の
降
雪
量
と
な
り
、
五
九
豪
雪
と
比
べ
て
も
約
一
割
増
と

な
っ
た

(図
2
)
。

今
冬
の
豪
雪
は
、
一
二
月
に
非
常
に
強
い
寒
気
の
南
下

に
よ
り
大
雪
、
低
温
と
な
っ
た
こ
と
で
、
新
潟
県
湯
沢
町

三
俣
で
は
、
一
二
月
二
七
日
に
警
戒
積
雪
深
の
三
m
を
超

え
る
な
ど
降
雪
の
ピ
ー
ク
が
例
年
と
比
べ
一
カ
月
ほ
ど
早

か
っ
た

(図
3
)。
こ
れ
は
他
の
観
測
所
も
同
様
の
傾
向

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
三
一月
の
平
均

気
温
の
平
年
差
が
マ
イ
ナ
ス
三
･
一
℃
と
統
計
を
開
始
し

た
一
九
四
六
年

(昭
和
二
一
年
)
以
降
、
低
温
記
録
を
更

新
し
た

(図
4
)。

｢÷÷｢ 平均を1,5倍を超える箇所

図 1 北陸地方整備局管内累計降雪量

二

書
書
の
発
生
状
況

･

北
陸
地
方
整
備
局
で
は
、
国
土
交
通
本
省
が
一
二
月
二

七
日
に
｢豪
雪
情
報
連
絡
室
(室
長
…河
川
局
防
災
課
長
)｣

重

を
設
置
し
た
こ
と
を
受
け
、
同
日

｢北
陸
地
方
整
備
局
豪

彗

雪
情
報
連
絡
本
部

(本
部
長
…
企
画
部
長
)｣
を
設
置
し

輻

た
。
さ
ら
に
、
国
土
交
通
本
省
が
一
月
六
日
に

｢豪
雪
対

呂

策
本
部

(本
部
長
…
河
川
局
長
)｣
を
設
置
し
た
こ
と
を

用

受
け
、
同
日
情
報
連
絡
本
部
を
発
展
的
に
改
組
し
て

｢北

陸
地
方
整
備
局
豪
雪
対
策
本
部

(本
部
長
…
北
陸
地
方
整

備
局
長
)｣
を
設
置
し
、
豪
雪
の
対
応
や
自
治
体
へ
の
支

援
な
ど
に
つ
い
て
連
絡
調
整
を
行
っ
た
。

ー

今
冬
の
豪
雪
に
よ
り
全
国
で
一
五
〇
名
の
犠
牲
者
を
出

図

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
三
人
豪
雪
の
二
二
八
名
に
次
ぐ
記

累計降雪量は全観測地点の63 %が平年の1 5倍を超過



(Cm)
湯沢観測所では累計降雪量が観測史上
最大の約20 m を記録、 平年の約2倍、
59豪雪と比べても1割増

語蕪雑驚け繕臨も落シー割増
昭和55年度 (56豪雪年1,479)

m ヵ年平均 (1,058)

f l名月
2o io 悔 2o f1 脳 20 ゞ= 鬚o 2 r o 20

113月

図 2 一般国道T7号新潟県湯沢町累計降雪量 (平成l8年3月31日現在)

俊月に警戒積雪深を超えるなど、今冬は降雪のピークがすヶ月
早かった。

S59豪雪
　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　

r罐舞円 .蟹講｣ 二 Dov:ZれUcm

　　　　　　 　　　　　　　　 　　
　 　　"礪一累計降雪量S58 460

囮囲覇累計降雪量柵7

59豪雪年よりも降雪“テ ラゾノ
--… - - - - - へ - 400

ピークが1ヶ月ほど早い /

2500

2000

350

警戒積雪深3oocm !

累
計
降
雪
量

l500 300

、 積
250 雪

深

2001000

500

l l0 20 30 f0 20 3l ゆ 20 31 l0 20 28 10 20 円
　 　　　 　 　　 　 　 　 　 　2月 3目

図 3 一般国道“号新潟県湯沢町三俣観測所の降雪量と積雪深 (平成18年3月3旧現在)



録
で
あ
り
、
被
害
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る

(表
ー
)。

道
路
の
通
行
止
め
箇
所
は
新
潟

･
富
山
･
石
川
三
県
あ

ま
た
が
る
秋
山
郷
で
唯
一
の
生
活
道
路
で
あ
る
一
般
国
道

北
陸
地
方
整
備
局
管
内
各
県
で
は
新
潟
県
三
一
名
、
富
山

わ
せ
て
一
六
五
ヵ
所
を
数
え
た
。
内
訳
は
直
轄
国
道
三
ヵ

四
0
五
号
(補
助
国
道
)
が
雪
崩
の
危
険
の
た
め
、
一
月

県
四
名
、
石
川
県
六
名
を
数
え
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た

所
、
県
管
理
国
道
三
九
ヵ
所
、
県
道
一
一
三

ヵ
所
と
な
っ

八
日
に
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、
新
潟
県
内
六
九
世
帯
一

新
潟
県
で
は
高
齢
者
の
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
除
雪
作
業
中

て
い
る

(表
3
)。
ま
た
、
道
路
の
通
行
止
め
に
よ
る
孤

九
九
名
、
長
野
県
内
三
一四
世
帯
三
0
一
名
、
合
計
一
九

の
事
故
が
死
亡
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い
る

(表
2
)。

立
集
落
も
発
生
し
た
。
新
潟
県
津
南
町
と
長
野
県
栄
村
に

三
世
帯
五
〇
0
名
が
一
時
孤
立
し
た
。
富
山
県
南
礪
市
利

表 1 豪雪年の人的被害

発生年 名称等 潴 不明者負傷者 計
S 3 8 ※ ｢昭和38年1月豪雪｣

.
R
U

リ
ム

リ
ム

Q
U

A
V

に
〉

Q
U

フ
ゾ
Q
U

に
〉

S 5 2 昭和52年豪雪 -Û 834 に
･〕

Q
U

Q
V

S 5 6 昭和56年豪雪 Q
U

Q
U｣｢ Q

u
- nbに･〉‐

‐'▼
ハノム

n
U-QU

n乙

S 5 9 昭和59年豪雪 -QU
【 A

V鉛'′
フ
メ範-

H 1 7 平成打年豪雪 範 斑う/ 844

H l 8 ※｢平成18年豪雪｣ 50“ に,〕
Q
U‐

'‐
リ
ム

に
〉

リ
ム

リ
ム

気象庁が命名した大雪
｢平成18年豪雪｣ の被害は平成18年 3月31日現在
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※気温は、平年差oC、降雪量は平年比%
気象庁発表資料より作成(3月は未発表)

　

　

　

　

　

　

　

-

-

比
発

年
鶇

2

平
無

は
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月

表 2 北陸地方整備局管内各県の人的被害状況

県 名
人的謄

潴
員 者 計

重傷 鰡新潟県 “QU
リ
ム

一 R
U

ウノ･ ハリ-QU

富山県 “
増 40 騎 00-

石川県 R
U - Q

U 30

計 ]4
T 鷁 245 449

l 全国 l 岬 増 12421 2,薊
※ 消防庁発表 (平成l8年 3月31日現在)

　
　
　　
　

雪
温

降
気

-

-

　

　
　

-

“

-

-

-

-



賀
村
で
も
県
道
で
雪
崩
が
発
生
し
た
た
め
、
一
月
一
四
日

に
全
面
通
行
止
と
し
、
三
世
帯
五
名
が
一
時
孤
立
し
た
。

直
轄
国
道
で
は
、
一
般
国
道
一
七
号
の
新
潟
群
馬
県
境

付
近
で
一
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
の
降
雪
に
よ
り
三

ヵ
所
で
小
規
模
な
雪
崩
が
発
生
し
た
た
め
、
一
月
四
日
午

前
三
時
五
分
か
ら
同
日
午
後
六
時
三
〇
分
ま
で
一
五
･
五

時
間
全
面
通
行
止
め
を
実
施
し
た

(図
5
)
。
通
行
止
め

表 3 12月16日 ~ 3 月3f日の通行止め実施箇所数

道路種別 賂 北陸計
新潟県 富山県 石川県

国道(直轄) Q
U

(u
v

n
Y

Q
V

県
管
理

醸 R
U

Q
U

Q
U

n
Y

Q
V

Q
U

囃 R
U

,
‘

肥りリ
ム

n
v

リ
ム ‘̂)

リ
ム■

計合 1 1 7 R
Y

リ
ム 0リ

ム
に
J)

R
U

-

※ 北陸地方整備局まとめ (平成18年 3月31日現在)

静
き々
き
〆与
凝
き
翅
誇
読
廳藏
職
ば

1月4日 01:30発生
逡巡鰭“* 湯沢町二居地内190.okp付近 主

、. W=7m,L=50m,H=07m,V二250m3 、

“

湯沢町三俣 1月3日撮影湯沢町三国 鋸3日撮影
(火打6号ス′-ショット内)

図 5 一般国道17号新潟県湯沢町で発生した雪崩箇所図

湯沢町三国 旧3日撮影
(火打6号スノーショット東京側)

月3日撮影



記録的な降雪により雪庇が例年に比較して著しく発達、雪庇崩落に起因して雪崩の危険性がある17号湯沢町三国(火打橋付
近)で平成18年3月9日、火薬処理工法により雪庇処理を実施。火薬処理による雪庇処理は昭和59年豪雪以来22年振り。

報ぜ
黛シが

熟
議
撚ろ

　
　

　　

雪庇処理後の火打橋付近
※ 雪庇の一部が小ブロックに
割れ、 斜面を滑落し、 火打橋落滑を

O止
　
　

、
で

れ
前

割野
手

図 6 22年ぶりに火薬処理工法により雪庇処理を実施

区
間
は
二
一
如
に
も
及
び
迂
回
路
と
な
る
一
般
道
路
も
無

い
こ
と
か
ら
、
並
行
す
る
関
越
自
動
車
道

(湯
沢
I
C
-

月
夜
野
I
C
)
の
無
料
措
置
を
一
月
四
日
午
前
七
時
か
ら

同
日
午
後
七
時
ま
で
一
二
時
間
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
豪
雪
が
一
段
落
し
た
三
月
九
日
、
寒
気
の
緩

み
に
よ
る
雪
崩
発
生
の
懸
念
か
ら
一
般
国
道
一
七
号
湯
沢

町
火
打
地
区
で
火
薬
処
理
工
法
に
よ
る
雪
庇
処
理
を
五
九

豪
雪
以
来
、
二
二
年
ぶ
り
に
実
施
し
た

(図
6
)。
こ
れ

は
、
沿
道
斜
面
の
尾
根
部
の
雪
庇
が
幅
一
0
m
、
先
端
の

高
さ
五
m
、
延
長
一
〇
九
m
と
大
き
く
発
達
し
、
い
っ
た

ん
崩
れ
る
と
落
雪
や
雪
崩
誘
発
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
除

去
す
る
も
の
で
、
火
薬
処
理
前
後
の
一
･
四
時
間
全
面
通

行
止
め
を
行
い
、
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。

量

整
備
局
の
自
治
体
へ
の
襄
撹

北
陸
地
方
整
備
局
で
は
雪
害
を
受
け
た
管
内
自
治
体
に

対
し
、
整
備
局
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
雪
崩
調
査
、
除
雪

機
械
や
機
器
の
貸
与
な
ど
の
支
援
を
行
っ
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
雪
崩
調
査
は
一
月
一
三
日
、
新

潟
県
中
越
地
域
及
び
長
野
県
北
部
地
域
の
雪
崩
発
生
の
危

険
、
土
石
流
･
地
す
べ
り
発
生
の
危
険
、
新
た
な
道
路
通

行
止
め
の
必
要
箇
所
の
有
無
に
つ
い
て
、
専
門
家
同
行
の

も
と
調
査
を
実
施
し
た
。
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た

一
般
国
道
四
〇
五
号
は
こ
の
調
査
結
果
を
受
け
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
新
潟
県
は
住
民
に
限
り
通
行
止
め
を
一
時
的

に
解
除
し
た
。
そ
の
後
、
一
月
二
九
日
に
も
同
じ
目
的
で

粋 道行セ 2006.5

大雪により雪庇が著しく発達し、 雪
崩の危険性が高くなっている。

(平成18年 2月28日撮影)

雪庇処理後の
尾根部

一般国道17号湯沢町三国 (火打橋付近)雪庇処理前全景



表 4 雪書を受けた自治体へ除雪機械等の貸与
(台)

支援自治体 支援目的 貸与機械名 支援期間

支チ浸地整等

北
陸

北
海
道

計

長岡市 道路除雪 小型除雪車 H 17.12,20 ~ H 18.3 3 1 101日間
小型除雪機械 H 171 2 .20 ~ H 18 .3 ,3 1 101日間 2 2
除雪ドーザ H 17.12 .20 ~ H 18 .3.3 1 101日間 1 1
タイヤショベル H 17.12 .20 ~ H 18 , 3.3 l 101日間 l 1

小千谷市 道路除雪 小型除雪車 H 17.12 2 0 ~ H 18 . 3.24 94日間 1 1
屋根雪下ろ
しの人員輸 雪上車(水陸両用車) H 17 .12 .20 ~ H 18 . 3.24 94日間 1 1

新潟県 活路除雪 ロータリ 除雪車 H 18 . 1.9 ~ H 18 .3.3 53日間 1 1
計 7 1 8

H 18 . 1.9 ~ H 18 . .3

【現地画像伝送の流れ】

　　　　

醍裳鷁不センター

轄翻帝

　 　　
　　　 　　　

融雪による地すべり発生で通行止めが続く国道156号 (富山県南礪市) の早期復旧支援のため北陸
地方整備局保有の遠隔操作式バックホウを派遣

地すべり災害現場の全景 斜面からの土砂崩落が続く現地で、 地すべり土
国道156号 (県管理区間) 富山県南礪市 塊を除去するため、 遠隔操作により二次災害を避

けながら災害復旧を実施。

図 7 衛星小型映像伝送装置を貸与し、災害現場映像を砺波土木センターへ配信
光ファイバーネットワークを利用し、災害現場画像を富山県庁、南礪市役所へ配信

道行セ 2006,5 6



ヘ
リ
調
査
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
が
終
わ
っ

て
い
な
い
長
岡
市
、
小
千
谷
市
か
ら
要
請
を
受
け
、
長
岡

市
に
は
一
二
月
二
〇
日
か
ら
三
月
三
一
日
ま
で
一
〇
一
日

間
に
わ
た
り
除
雪
機
械
を
、
小
千
谷
市
に
は
一
二
月
二
〇

日
か
ら
三
月
二
四
日
ま
で
九
四
日
間
に
わ
た
り
除
雪
機
械

と
雪
上
車

(水
陸
両
用
車
で
北
海
道
開
発
局
保
有
)
を
貸

与
し
た
ほ
か
、
記
録
的
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
新
潟
県
十
日

町
地
域
の
除
雪
を
担
当
す
る
新
潟
県
か
ら
要
請
を
受
け
、

一
月
九
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
五
三
日
間
に
わ
た
り
除
雪

機
械
を
貸
与
し
た

(表
4
)。

富
山
県
南
礪
市
の
国
道
一
五
六
号

(県
管
理
区
間
)
で

は
一
月
二
〇
日
、
融
雪
に
起
因
す
る
地
す
べ
り
が
発
生
し

全
面
通
行
止
と
な
っ
た
。
富
山
県
の
要
請
を
受
け
、
状
況

を
監
視
す
る
た
め
の
現
地
画
像
を
道
路
管
理
者
で
あ
る
富

山
県
砺
波
土
木
セ
ン
タ
ー
へ
配
信
す
る
た
め
の
衛
星
小
型

画
像
伝
送
装
置

(閃
こ
勿
>
□

を
貸
与
す
る
と
と
も
に
、

国
土
交
通
省
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
富
山
県
地

域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
富
山
県
庁
と
南
礪
市

役
所
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
現
地
画
像
を
一
月
二
〇
日
か
ら

三
月
一
七
日
ま
で
配
信
し
た

(図
7
)。
さ
ら
に
、
富
山

県
か
ら
の
追
加
要
請
を
受
け
土
砂
崩
落
が
続
く
現
地
で
地

す
べ
り
土
塊
を
二
次
災
害
を
避
け
な
が
ら
除
去
す
る
た

め
、
北
陸
地
方
整
備
局
が
保
有
す
る
遠
隔
操
作
式
バ
ッ
ク

ホ
ウ

(
一
,
四
m
)
を
三
月
三
日
か
ら
四
月
一
七
日
ま
で

貸
与
し
た
。

四

お
わ
り
幅

平
成
一
人
年
豪
雪
は
、
新
潟
県
湯
沢
町
で
累
計
降
雪
深

の
最
高
記
録

(五
九
豪
雪
)
を
更
新
す
る
な
ど
、
山
間
部

を
中
心
に
記
録
的
な
大
雪
と
な
っ
た
。
北
陸
地
方
整
備
局

は
、
豪
雪
に
よ
る
暮
ら
し
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
、
地
域
の
大
動
脈
、
生
命
線
と
し
て
の
役
割
を

も
つ
直
轄
国
道
の
交
通
確
保
を
使
命
と
し
て
総
力
を
結
集

し
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、
雪
害
を
受
け
た
自
治
体
に
対

し
除
雪
機
械
を
貸
与
す
る
な
ど
各
種
支
援
を
行
っ
た
。

今
冬
は
、
一
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
一
般
国
道
一

七
号
で
雪
崩
に
よ
る
一
時
的
な
通
行
止
め
が
発
生
し
た
他

は
常
時
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
除
雪

及
び
雪
対
策
に
あ
た
っ
た
関
係
者
の
努
力
、
過
去
営
々
と

積
み
上
げ
て
き
た
除
雪
機
械
の
改
良
･
技
術
開
発
、
ス
ノ

ー
シ
ェ
ッ
ド
･
雪
崩
予
防
柵
な
ど
防
雪
施
設
の
整
備
が
総

合
的
に
効
果
を
発
揮
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

毎
年
の
よ
う
に
雪
害
を
受
け
る
北
陸
地
方
の
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
北
陸

地
方
整
備
局
は
そ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
今
後
と
も
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。
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膨翳
護
嶬
滕だ
特
集
/
平
成
㈱八
筆
豪
雪
と
道
路
管
理

~
淺
蘂
薹
鬮
朧
朧
榊
剛
嶬絲廳鬮
鬮
鬮
剛
圓
剛
醐
れろ鬮
7

榊
鬮
週
圓
◎
重
号

(津
南
呵
)
⑭

螂
飜
卿
簾
に
つ
い
て

新
潟
県
土
木
部
道
路
管
理
課
雪
寒
事
業
係

=

は
じ
め
に

一
般
国
道
四
〇
五
号
は
、
群
馬
県
吾
妻
郡
六
合
村
を
起

点
と
し
、
長
野
県
下
水
内
郡
栄
村
、
新
潟
県
中
魚
沼
郡
津

南
町
を
経
由
し
て
上
越
市
に
至
る
道
路
で
す
。

沿
線
の
中
津
川
渓
谷
に
あ
る
津
南
町
と
栄
村
に
ま
た
が

る
地
区
は
、
｢秋
山
郷
｣
と
呼
ば
れ
、
豊
か
な
自
然
、
山

と
峡
谷
･
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
が
豊
富
で
、
そ
こ
に
至

る
路
線
は
観
光
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
冬
期
間
に
お

い
て
は
、
代
替
え
路
線
が
無
く
、
唯
一
の
道
路
と
な
っ
て

い
ま
す

(図
1
)。

三

平
成
一八
年
豪
雪

こ
の
冬
の
大
雪
は
、
気
象
庁
が
昭
和
三
八
年
以
来
四
三

年
ぶ
り
に
、
｢平
成
一
八
年
豪
雪
｣
と
命
名
し
た
よ
う
に
、

例
年
よ
り
一
ヵ
月
以
上
早
く
三
一月
上
旬
か
ら
ま
と
ま
っ

た
降
雪
が
続
き
、
五
ヵ
所
の
気
象
台
観
測
所
で
三
一月
の

積
雪
深
と
し
て
は
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
月
に
な
っ
て
か
ら
も
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置

が
続
き
、
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
で
は
一
月
二
八
日
に
積
雪
三

五
八
皿
、
津
南
町
で
も
二
月
五
日
に
気
象
台
観
測
所
で
は

二
五
年
ぶ
り
に
積
雪
深
四
m
を
超
え
る
四
一
六
皿
に
な

り
、
二
カ
所
で
年
間
積
雪
深
と
し
て
観
測
史
上
最
高
を
記

録
し
ま
し
た

(表
1
)。

こ
う
し
た
豪
雪
の
中
、
新
潟
県
で
は
、
豪
雪
対
策
本
部

を
設
置
し
、
人
命
の
保
護
を
第
一
羊我
と
し
て
、
住
民
の
安

全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
き
ま
し
た
。

県
下
一
一
市
町
で
災
害
救
助
法
が
適
用
に
な
り
、
五
市

町
に
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

津
南
町
が
位
置
す
る
県
十
日
町
地
域
振
興
局
で
は
、
配

l 津南町位置図

潟

鴻

新



置
さ
れ
た
除
雪
機
械
だ
け
で
は
交
通
確
保
が
困
難
と
な

間
か
ら
の
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
調
達
に
よ
り
交
通
機
能
の

り
、
隣
接
地
域
振
興
局
か
ら
の
除
雪
作
業
支
援
、
国
土
交

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

通
省
や
県
の
他
管
内
か
ら
の
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
支
援
、
民

三

津
南
町
の
通
行
規
制

(気象庁ホームページより)

市町村名 地点名
1 2月の積雪の最大値 年間の積雪の最大値

始調
年

統
1 2月の積雪の最大値 昨年までの最大値 平年値今冬の積雪の最大値- 昨冬までの最大値 平年値
(C m) (年月日) (C m) (年月日) ◎ (cm)l (年月日) l(c m)l (年月日) (C m)

魚沼市 入広瀬 253 2005/12/29 224 1980/12/31 總

淺
郷 贓魚沼市 小出 221 2005/12/29 191 1984/12/29 53

残
約

　　
　
　

“公

玉
r
｣

19

･
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ズ
ち
。8

し

%
“"

㈱
,嶬

　
　　　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

　

　
　

　
　
　

,蝨

集
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椿

′

＼

自
衛
隊
の
協
力
に
よ
る
雪
庇
の
処
理

(写
真
1
)、
長

　

　

野
県
と
の
共
同
除
雪
作
業
を
行
っ
た
結
果
、
一
月
一
三
日

l 長野県栄村 l

に
は
、
五
日
ぶ
り
に
関
係
車
輌
に
つ
い
て
三
時
間
の
み
、

ふ
さ

ご
乱
務蟹
潔

′

.蟻
選
》

の協力

図 2 一般国道405号平面図



専門家による上空 ･地上調査 (国土交通省支援ヘリ)
7 :00 ~ 9 :00及び16 :00~ 19 :00の間、 関係車両の
専門家による上空調査
7 :00 ~ 19 :00の間、 一般車両も含め通行止めを解除
通行規制解除

月 8 日 夜間通行止め (21 :00 ~ 7 :oo)
14 :00 ~ 終日全面通行止め
1 :00 積雪深406cmを観測 (前倉観測所)
ヘリコプターによる現地調査

1月10日~ 自衛隊の協力を得て、 本格的な雪庇処理作業開始
1月12日 専門家による地上調査
1月12日~ 長野県と共同除雪開始 (大赤沢~結束間)
1月 l3日 専門家による上空調査 (国土交通省支援ヘリ)
1月13日 14 :00 ~ 17 :00の間、 関係車両の通行を許可

る
両
り
両

よ
車

へ
車

に
係
援
係

家
関
支
関

門

、
省

･

専
間
通
間

と

の
交

の

　
　
　

県

･･
国

･･

通
行
止
め
を
解
除
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
気
温
上
昇

に
よ
る
雪
崩
の
危
険
の
た
め
、
二
日
間
は
交
通
開
放
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
六
日
に
は
三
時
間
、
一
七
日
か
ら

は
、
午
前

･
午
後
各
二
時
間
の
み
の
通
行
に
限
定
し
て
交

通
開
放
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
は
、
表
2
の
と
お
り
で
、
三
月
二
一
日
か
ら

3
月
30
日

3
月
23
日

3
月
16
日

3
月
9
日

3
月
2
日

2
月
23
日

2
月
16
日

2
月
9
日

2
月
2
日

1
月
26
日

1
月
19
日

1
月
12
日

1
月
5
日

12
月
29
日

12
月
22
日

惚
月
15
日

惚
月
8
日

図 3 津南町前倉の積雪深 (新潟県観測)

全面通行止め
開始 艀部

亀
、

離
籍

鏑
轍彼

麺
薊

帥
轍

メ
鮒熟森異

れず 鴇孟メ ザ孔 ゞ %聾摯葬、 A …
/

×竇ハ
、
、聾
庫

Y

靴メ鷄
》Mギ

メ覇《竇 ぜ、彎 監些#
“

# ‘

ダ ず門

~
跨ぎ

,
ゑ‘

, , ,

朝夕開放開始

全面通行止め
母子 雪崩に 開始、き込まれる 艀部)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〇
12
月
1
日

鰤

特

約
35

鍵

盤

簿
倦

10

5

は
、
通
行
止
め
を
全
面
解
除
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

(図
3
)。

通
行
規
制
を
実
施
し
て
か
ら
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

り
上
空
か
ら
八
回
、
地
上
か
ら
二
回
、
学
識
経
験
者
に
よ

る
雪
崩
危
険
度
把
握
の
た
め
、
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
早
朝
と
日
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
毎
日
、
交
通

開
放
の
判
断
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
交
通
開
放
の
時
間
帯

は
、
雪
崩
危
険
箇
所
に
監
視
員
と
除
雪
機
械
を
配
置
し
、

雪
崩
の
監
視
体
制
を
強
化
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

写真 2 パトロール状況

四

令
室
鷹
の
雪
崩
対
策

こ
の
冬
、
交
通
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
最
大

の
要
因
は
、
三
ヵ
所
計
一
〇
0
m
の
雪
崩
危
険
箇
所
が
あ

っ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
斜
面
は
、
急
峻
で
長
大
な
た
め
、
雪
庇
処
理
で
対

応
す
る
こ
と
が
困
難
な
箇
所
で
し
た
。
こ
こ
に
、
今
年
度

延
長
合
計
一
〇
0
m
の
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
を
設
置
し
て
雪

崩
対
策
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
孤
立
集
落
の
発
生

を
防
止
し
ま
す

(図
4
)。
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五

県
管
理
道
路
除
雪
費

一
方
、
県
管
理
道
路
の
除
雪
費
は
、
過
去
最
高
額
の
約

一
〇
六
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
九
年
ぶ
り
の
豪
雪
と
な

っ
た
平
成
一
六
年
度
の
約
七
九
億
円
を
超
え
て
、
二
年
連

続
更
新
し
た
も
の
で
す

(図
5
)。

16

度年

図 5 新潟県管理道路除雪費の推移

4

00

00

①

"

00

00

0

図

2

0

8

6

4

2

除
雪
費

(百
万
円
)

津
南
町
の
一
般
国
道
四
〇
五
号
の
よ
う
に
、
雪
崩
発
生

の
危
険
の
た
め
事
前
に
通
行
規
制
し
た
箇
所
は
、
八
〇
カ

所
に
な
り
、
雪
庇
処
理
に
よ
り
交
通
機
能
の
確
保
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

県
管
理
道
路
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
よ
り
除
雪
費

補
助
と
し
て
、
一
月
一
三
日
に
緊
急
措
置
で
約
二
五
億
円
、

三
月
二
二
日
に
追
加
措
置
で
約
三
五
億
円
の
合
計
約
六
〇

億
円
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
道
に
つ
い
て
も
、
二
月
三
日
に
緊
急
措

置
で
二
〇
市
町
村
に
約
一
三
億
円
、
三
月
二
二
日
に
追
加

措
置
で
二
六
市
町
村
に
約
二
四
億
円
と
、
合
わ
せ
て
二
人

市
町
村
に
約
三
七
億
円
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

度
重
な
る
豪
雪
は
除
雪
費
を
増
大
さ
せ
、
本
県
財
政
を

大
き
く
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
冬

期
除
雪
道
路
の
確
保
の
た
め
、
除
雪
費
補
助
に
感
謝
す
る

と
共
に
、
今
後
も
最
大
限
補
助
事
業
の
対
象
と
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

穴

お
わ
り
幅

津
南
町
と
栄
村
の
秋
山
郷
が
孤
立
し
、
そ
の
後
も
長
期

間
の
通
行
規
制
が
続
い
た
こ
と
は
、
関
係
者
の
皆
様
方
に

は
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
げ
し
ま
し
た
。

今
年
の
冬
は
、
安
心
し
て
通
れ
る
一
般
国
道
四
0
五
号

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
か
ら
の
ロ
ー

タ
リ
除
雪
車
の
支
援
、
二
回
の
雪
崩
危
険
度
調
査
の
た
め

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
支
援
、
自
衛
隊
か
ら
の
除
雪
作
業
の

応
援
、
長
野
県
か
ら
の
除
雪
作
業
の
支
援
な
ど
、
皆
様
方

鱒

の
ご
支
援
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

"20 道行セ 2006,5

一般国道405号津南町清水川原 (1月 l5日撮影)

スノーシェッド位置図
(H 18国道防雪事業 一般国道405号津南町前倉~ 見玉工区)



道行セ 2006.5

山
形
県
土
木
部
道
路
課

一

は
じ
め
に

平
成
一
七
年
度
の
冬
は
、
気
象
庁
が
昭
和
三
八
年
以
来

四
三
年
ぶ
り
に
｢平
成
一
人
年
豪
雪
｣
と
命
名
す
る
な
ど
、

記
録
的
な
豪
雪
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
県
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
被
害
規
模

の
大
き
さ
か
ら
見
て
も
、
改
め
て
豪
雪
へ
の
対
応
が
見
直

さ
れ
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
豪
雪
の

状
況
と
、
導
き
出
さ
れ
た
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

二

團
形
県
の
気
象
概
況

山
形
県
は
東
北
地
方
南
西
部
に
位
置
し
、
九
、
三
二
三

船
の
面
積
を
有
す
る
県
で
す
。
県
内
の
三
五
市
町
村
全
域

が
豪
雪
地
帯
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ

れ
、
う
ち
七
六
%
で
あ
る
七
、
0
八
七
蝸
が
特
別
豪
雪
地

帯
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

(図
1
)。

地
形
的
に
は
、
県
域
を
縦
断
的
に
分
断
す
る
越
後
山

脈

･
出
羽
丘
陵
の
た
め
に
大
き
く
内
陸
盆
地
郡
と
庄
内
平

野
に
分
け
ら
れ
、
地
域
的
な
気
候
の
差
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。庄
内
地
方
で
は
北
西
の
季
節
風
が
一
様
に
強
く
、

内
陸
の
最
上
･
尾
花
沢
地
方
及
び
置
賜
の
小
国
盆
地
は
日

本
有
数
の
多
雪
地
帯
で
あ
り
、
各
々
の
地
域
特
性
に
応
じ

た
克
雪
対
策
が
従
前
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

量

『謳
成
彌
八
年
豪
雪
』
@
状
況

平
成
一
七
年
度
の
特
徴
的
な
気
象
状
況
と
し
て
は
、
全

国
的
に
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
一
二
月
の
異
常
豪
雪
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
県
内
五
指
定
雪
量
観
測
点
の
累
計
降
雪

量
は
、
一
月
一
日
現
在
で
三
八
六
節
と
、
過
去
五
ヵ
年
平

山形県の豪雪地帯
(溝色部が特別豪雪地帯)



)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
=
/
ー

鉗
閲

90

80

わ

60

50

40

30

20

10

.･

-
　均

の
一
四
七
皿
を
二
倍
以
上
上
回
る
異
常
豪
雪
で
あ
り
、

例
年
で
あ
れ
ば
一
月
末
ま
で
か
け
て
降
る
雪
の
量
が
、
一

二
月
の
一
ヵ
月
間
に
集
中
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す

(図

2
)
0各

観
測
点
に
お
い
て
も
統
計
値
を
更
新
し
た
地
点
が
多

数
発
生
し
、
一
二
月
と
し
て
は
異
例
の
豪
雪
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
ま
す

(表
1
)。

図 2 指定観測点平均累計降雪量

1 12月の月降雪量と平年比

　 　　　　　　　　　　　　　　　
ノ ノ ノ / / / / / /
5 lo 15乏≧0 25 1 5 10俵5

表

降雪量 (cm) 平年比 12月としての順位
,

彫 n
v

ず4リ
ム 228%

粧 概 178%

濶 149 233% 1位 (53年以来)

大井沢 544 181% 1位 (79年以来)

新 507 聯 嫌脾鱸
尾花沢 寸1鉈 銘%QU

hDn乙 嫌解鱸
国′~ 397 狄 来年79鱸
薪 360 %

~
に〉ワf9“ 来年"鱸

町向 324 "%~
轤上リム 嫌鱒篦

左沢 308 郷 嫌隣鱸
金山 305 概

ま
ず
初
め
に
、
最
も
衝
撃
的
で
あ
り
記
憶
に
も
新
し
い

被
害
と
し
て
、
J
R
羽
越
本
線
の
特
急
い
な
ほ
脱
線
事
故

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
一
七
年
三
一月
二
五
日
一
九
時

一
四
分
頃
、
J
R
羽
越
本
線
の
北
余
目
駅
~
砂
越
駅
間
の

最
上
川
橋
梁
か
ら
南
側
へ
約
三
〇
0
m
地
点
に
お
い
て
、

秋
田
発
新
潟
行
上
り
特
急
列
車

｢
い
な
ほ
畝
号
｣
(六
両

編
成
)
が
脱
線
し
、
死
傷
者
三
七
名

(う
ち
死
者
五
名
)

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
冬
の
庄
内
地
方
で
は
三
一

月
の
暴
風
雪
警
報
の
発
令
回
数
が
六
回
と
、
平
年
の
二
、

三
回
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
事
故
原
因
と
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
が
大
き
く
影
響
し
た
末
で
の
惨
事

で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
事
故
な
ど
、
雪

害
に
よ
る
人
的
被
害
が
合
計
二
人
三
人

(う
ち
死
者
一
三

人
)、
住
家
被
害
が
四
五
棟

(う
ち
全
壊
二
棟
)、
農
林
物

等
の
被
害
と
し
て
は
ハ
ウ
ス
倒
壊
、
ビ
ニ
ー
ル
破
損
等
が

一
、
二
七
四
棟
な
ど
、
各
方
面
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

道
路
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
の
豪
雪
を
受
け
、
五
年
ぶ

り
に

｢県
道
路
雪
害
対
策
本
部
｣
を
設
置
し
て
除
排
雪
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
が
、
雪
崩
危
険
等
に
伴
う
通
行

止
め
が
二
七
路
線
、
延
べ
-
-
･

六
九

一
時
間
の
全
面
通

旅

行
止
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
は
こ
こ
で
･

現
在
ま
で
に
執
り
行
わ
れ
て
き
た
久
期

待

交
通
確
保
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し

漕

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
均
気
温
に
つ
い
て
も
各
地
で
平
年
よ
り
二
度
以

上
も
低
く
経
過
し
た
こ
と
な
ど
、
特
に
一
月
中
旬
ま
で
の
気

象
状
況
は
過
去
に
類
を
み
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

四

『平
成
一八
年
豪
雪
』
に
よ
る
被
害

前
記
の
よ
う
な
厳
し
い
気
象
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
に
起

因
し
、
県
内
各
地
で
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
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五

無
期
変
通
確
保
の
た
め
の
取
組
み

に
行
っ
た
こ
と
や
、
住
民
参
加
に
ょ
る
新
た
な
管
理
体
制
の

“

確
立
を
図
る
た
め
、
行
政
と
住
民
と
で
徹
底
的
に
議
論
し
、

1

消
流
雪
用
水
導
入
事
業

(大
石
田
町
)

大
石
田
町
独
自
の
新
た
な
管
理
体
制
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

“

山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
大
石
田
町
は
県
内

で
き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

(図
4
)。

で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
そ
の
除
排
雪
問
題
が
町

の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
課
題
を
解
決

2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
歩
道
除
雪

(山
形
市
)

す
る
た
め
、
出
来
得
る
限
り
少
な
い
水
量
で
、
よ
り
多
く

山
形
市
北
東
部
に
位
置
す
る
山
寺
地
内
は
、
車

･
歩
道

の
地
域
に
流
雪
溝
を
網
羅
す
る
た
め
に
、
幹
線
道
路
か
ら

幅
員
と
も
に
狭
小
で
あ
り
、
堆
雪
の
た
め
に
歩
行
者
が
車

生
活
道
路
ま
で
全
体
的
に
整
備
す
る
流
雪
溝
の
面
的
整
備

道
を
歩
か
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
県
有
の
歩
道
除
雪
車
で
は

事
業
の
計
画
を
樹
立
し
た
も
の
で
す

(図
3
)。

狭
い
歩
道
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
人
力
に
よ
る

本
事
業
の
特
色
と
し
て
は
、
国
、
県
、
町
が
三
位
一
体
と

非
効
率
的

･
高
コ
ス
ト
な
除
雪
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

な
っ
た
事
業
展
開
を
行
う
こ
と
に
よ
り
流
雪
溝
整
備
を
面
的

こ
の
現
状
を
問
題
視
し
た
地
元
住
民
と
県
と
が
協
議
し

写真2 雪崩発生による通行規制状況　
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棍
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後
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“

写真 1 吹雪の中の除雪状況
(一般県道細木小野川館山線 米沢市小野川地内)

写真 3 投雪作業前後の状況
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た
結
果
、
地
元
の
方
々
が
所
有
す
る
歩
道
除
雪
車
を
用
い

て
歩
道
の
除
雪
を
行
う
代
わ
り
に
、
県
は
作
業
に
応
じ
た

除
雪
機
械
の
燃
料
代
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
の
支
給

を
行
う
と
い
う
協
力
体
制
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
は
わ
ず
か
な
負
担
の
み
で
歩
道
除
雪
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
地
元
も
除
雪
を
協
働
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が
る
な
ど
の
効
果
が
出
て

い
ま
す
。



聡
へ

　 　 　　 　　

写真4 以前の歩道除雪状況 (人力) 写真 5 住民協力による歩道除雪状況

穴

今
橇
の
課
題

平
成
一
七
年
度
は
、
過
去
稀
に
見
る
豪
雪
年
で
あ
り
、

各
地
で
雪
に
よ
る
被
害
が
続
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
目
立
っ
た
の
は
お
年
寄
り
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の

転
落
事
故
な
ど
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

崩
壊
と
い
っ
た
要
因
が
原
因
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う

し
た
自
然
災
害
に
対
し
て
は
や
は
り
地
域
の
力
を
結
集
さ

せ
て
立
ち
向
か
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
強
く
認
識

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
J
R
羽
越
本
線
の
脱
線
事
故
な
ど
、
予
期
せ
ぬ

突
発
的
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
い
か
に
二
次
的
災
害

を
防
止
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
す
。
今
回

の
事
故
で
は
、
現
場
付
近
の
県
道
を
六
日
間
全
面
通
行
止

め
と
し
、
事
故
対
応
に
あ
た
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

住
民
生
活
か
ら
す
れ
ば
道
路
の
通
行
止
め
に
よ
る
影
響
は

図
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に

近
づ
け
る
た
め
に
は
関
係
機
関
と
の
常
日
頃
の
連
携
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
度
考
え
る
契
機
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
近
年
は
道
路
除
雪
も
当
然
の
よ
う
に
行
き
届
き
、
本

県
の
よ
う
な
豪
雪
地
帯
で
も
一
定
水
準
の
快
適
な
冬
期
道
路

交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
特
に
今
冬
の
よ
う
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
、
そ
れ

に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
官
の
み
の
対
応
で
は
や
は
り
限
界

が
あ
り
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
克
雪
対
策
の
シ
ス
テ
ム
形
成

を
い
か
に
行
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
行
政
に

課
せ
ら
れ
た
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
現
在
、
県
で
は
冬
期
間
の
安
全
を
確
保
し
、
安

心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
実
現
し
、
活
力
あ
る
山
形
県
を
作

る
た
め
に
各
種
の
雪
対
策
を
総
合
的
･
計
画
的
に
進
め
て

い
く
た
め
の

｢山
形
県
雪
対
策
基
本
計
画
｣
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
今
後
一
〇
年
間
の
山
形
県
の
雪
対
策
の

指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
各
行
政
機
関
間
の
連
携
を
推

し
進
め
る
と
と
も
に
、
N
P
O
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
と
の
協
働
に
よ
っ
て
進
め
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

道
路
除
雪
に
関
し
て
も
、国
や
市
町
村
と
の
連
携
を
通
じ
、

よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
除
排
雪
手
法
の
検
討
を
含
め
た
、

除
雪
体
制
の
再
構
築
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。



霧
簾
朧
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簾
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又
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は
じ
め
に

二
〇
〇
五
年
三
一月
一
〇
日
未
明
よ
り
降
り
続
い
た
雪

が
そ
の
後
一
度
も
消
え
る
こ
と
な
く
根
雪
と
な
り
、
二
五

日
に
は
一
二
月
の
観
測
史
上
初

(
一
八
九
〇
年
、
明
治
二

三
年
よ
り
観
測
開
始
)
と
な
る
五
人
皿
の
最
深
積
雪
量

(図
ー
)
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
三
一月
の
累
積
降
雪
深

は
昭
和
四
八
年
の
豪
雪
を
二
一
皿
も
上
回
る
二
二
六
伽

(図
2
)、
さ
ら
に
今
年
一
月
五
日
に
は
最
深
積
雪
量
が
七

四
皿
と
な
り
、
結
果
約
一
ヵ
月
間
で
二
九
六
皿
と
例
年
を

は
る
か
に
上
回
る
累
積
降
雪
深
を
記
録
し
た
。

本
市
は
、
こ
こ
数
年
暖
冬
傾
向
の
年
が
多
く
、
シ
ー
ズ

ン
中
も
概
ね
二
六
〇
皿
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
今
冬
は
、
初
降
雪
は
遅
か
っ
た
も
の
の
、

気
象
台
の
暖
冬
傾
向
と
の
予
想
に
反
し
、
昭
和
四
八
年
の

H 17年度

過去 3年間の平均

3
月
下
旬

3
月
中
旬

3
月
上
旬

2
月
下
旬

2
月
中
旬

2
月
上
旬

1
月
下
旬

1
月
中
旬

1
月
中
旬

量雪

1
月
上
旬

積深

12
月
下
旬

最

12
月
中
旬

1図

12
月
上
旬



豪
雪
以
来
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
短
期
集
中
型

の
豪
雪
に
見
ま
わ
れ
、
市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。

幸

穣
書
状
況

こ
の
豪
雪
に
よ
り
、
秋
田
新
幹
線

｢こ
ま
ち
｣
が
開
業

以
来
、
初
め
て
終
日
運
休

(
一
月
五
、
六
日
)
し
た
ほ
か
、

除
排
雪
作
業
が
追
い
つ
か
な
い
市
内
の
道
路
に
お
い
て

も
、
路
線
バ
ス
が
ほ
ぼ
全
線
で
連
休

(
一
月
五
日
か
ら
全

路
線
復
旧
す
る
ま
で
の
約
二
週
間
)
す
る
な
ど
、
各
交
通

機
関
で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
機
能
が
麻
痺
し
た
状
況
下
、
市
民

/

轆

か
ら
除
排
雪
の
要
望
以
外
に
寄
せ
ら
れ
た
問
い
合
わ
せ
や

要
望
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
(

)
内
は
そ
の
対

応
策
で
あ
る
。

①

降
り
積
も
っ
た
雪
の
重
み
に
よ
る
家
屋
の
損
壊
や

破
損
な
ど
の
危
機
的
状
況

(ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
衛

隊
な
ど
に
よ
る
雪
下
ろ
し
の
実
施
)。

②

灯
油
の
配
達
車
や
汚
物
の
汲
み
取
り
車
が
要
望
先

ま
で
た
ど
り
着
け
な
い
危
機
的
状
況

(除
排
雪
作
業

を
優
先
的
に
実
施
)。

③

ご
み
収
集
の
遅
れ
に
よ
る
不
衛
生
な
状
況

(人
海

戦
術
に
よ
る
ご
み
収
集
の
実
施
)。

④

J
A
F
が
救
出
先
に
向
か
う
こ
と
の
で
き
な
い
状

況

(除
雪
車
両
に
よ
る
除
雪
及
び
救
出
作
業
の
実

“

施
)。

今
冬
は
、
ほ
と
ん
ど
の
各
家
庭
で
例
年
で
は
行
わ
な
い

m

屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

ャ一丁

雪
の
処
分
先
と
な
る
堆
雪
場
の
確
保
を
早
期
に
求
め
る
要

勘

望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
行

し
て
い
る
本
市
で
は
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
多
く
点
在

し
て
お
り
、
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
の
重
み
に
よ
る
家
屋
損

壊
を
懸
念
し
、そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
も
殺
到
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
職
員
や
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
よ
る
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。

慣
れ
な
い
雪
下
ろ
し
作
業
に
よ
り
、
四
名
の
死
者
を
含

む
一
〇
〇
名
の
人
的
被
害
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
約
一

九
三
ヵ
所
で
屋
根
や
カ
ー
ポ
ー
ト
損
壊
な
ど
の
住
宅
被

害
、
九
ヵ
所
で
雪
崩
、
崖
崩
れ
な
ど
の
自
然
被
害
が
報
告

さ
れ
た
。

三

対
策
窓
部
の
流
れ

平
成
一
七
年
三

月
一
四
日
、
秋
田
市
建
設
部
道
路
維

持
課
内
に
除
排
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
二
四
時
間
体
制

で
道
路
除
排
雪
へ
の
対
応
を
し
た
も
の
の
、
三
一月
中
旬

か
ら
連
続
し
た
降
雪
に
よ
る
積
雪
量
の
多
さ
か
ら
、
本
部

へ
の
除
雪
要
望
や
苦
情
等
が
絶
え
ず
、
一
日
に
最
多

｢

0
0
0
件

(
一
二
月
三
四
日
)
を
超
す
電
話
対
応
に
追
わ

れ
た
。

そ
の
た
め
、
秋
田
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
雪
害

ごみ収集 (人海戦術)

写真 1 街の様子

雪に埋まった自動車
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対
策
本
部

(総
務
都
内
)
を
三
一月
二
四
日
に
設
置
。
同

時
に
除
排
雪
対
策
本
部
を
豪
雪
対
策
本
部
に
切
り
替
え
、

金
庁
を
挙
げ
て
市
民
か
ら
の
要
望
や
意
見
に
対
応
し
、
現

場
パ
ト
ロ
ー
ル
や
情
報
収
集
、
除
排
雪
委
託
業
者
や
関
連

機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
体
制
の
強
化
に
努
め
た
。
さ
ら

に
、
今
年
一
月
五
日
の
最
深
積
雪
量
が
昭
和
四
八
年
同
期

を
大
幅
に
上
回
る
七
四
m
を
観
測
し
た
こ
と
に
伴
い
、
雪

書
対
策
本
部
を
災
害
対
策
本
部
と
し
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
堆
雪
場
の
開
放
状
況
や
除
排
雪
作
業
予
定
箇
所
、
屋

根
の
雪
下
ろ
し
業
者
の
紹
介
な
ど
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

に
力
を
入
れ
た

(図
3
)。

團

除
排
雪
作
業

1

除
排
雪
計
画

当
初
は
、
一
五
三
業
者
と
業
務
委
託
契
約
を
交
わ
し
、

本
市
と
委
託
業
者
が
保
有
し
て
い
る
主
要
機
械
二
九
人
台

(表
1
)
で
、
バ
ス
路
線
及
び
幹
線
、
準
幹
線
的
な
主
要

道
路
と
生
活
道
路
の
う
ち
除
雪
機
械
に
よ
り
除
排
雪
が
可

能
な
市
道
、
私
道
を
合
わ
せ
た
一
、
八
八
三
如
の
除
排
雪

(車
道
)
を
実
施
す
る
計
画
を
策
定
し
た
。

除
排
雪
計
画
延
長
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

主
要
道
路
の
除
排
雪
･････････約
四

一
九
知

②

一
般
生
活
道
路
の
除
排
雪
･･･約
一
、
四
六
四
蹴

③

歩
道

･
自
歩
道
の
除
雪
!
!
!
約
二
四
五
m

④

凍
結
抑
制
剤
の
散
布
!
!
!
･･約
七
三
如

2

除
雪
作
業

主
要
道
路
や
バ
ス
路
線
の
通
行
確
保
を
最
優
先
に
、
住

宅
地
が
密
集
し
て
い
る
一
般
生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を
実

施
し
た
が
、
断
続
的
な
降
雪
に
よ
り
除
雪
作
業
と
併
せ
、

排
雪
作
業
も
同
時
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
た
。

3

排
雪
作
業

例
年
、
排
雪
作
業
は
主
要
道
路
の
幅
員
確
保
や
交
差
点

の
見
通
し
確
保
等
と
一
般
生
活
道
路
に
お
け
る
コ
ー
ナ
ー

部
の
雪
山
除
去
を
目
的
に
排
雪
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
や
町
内
へ
の
支
援
制
度
と
し
て
、
運
転
手
付
き

表 1 機械の配置

有
分

保
区

主要機械 その他機械 有
分

保
区

主要機械 その他機械

秋
田
市

台

台

台

台

台

台

台

5

4

1

"

5

8

3

型

型

型

型

大

小

大

小

ク

一
′(

′(

ソ

一

一

ダ

リ

リ

ラ

ザ

ザ

ダ

一

タ

タ

ト

一

一

-

し

一

一

雪

ド

ド

ロ

グ

ロ

ロ

除

ムロ
ムu
ム臼

5

13

2ク
ノ

ドトー

ツ

イ
ー
ラ

ガ

ト

車

ド

プ

布

ン

ン

散

ハ

ダ
委
託
業
者

台

台

台

台

台

鷲

第

23

3

4

14

十4

、･′煙
ク

一

(
、

ツ

一

ダ

リ

ラ

ザ

ダ

一

タ

ト

-

-

し

一

雪

ド

ロ

グ

ロ

徐

ムロ
ムロ
ムロ

台

ー

20

405

9

ク

ド

ツ

一

イ

ラ

ザ

ガ

ト

一

車

ド

プ

ド

布

ン

ン

ル

散

ハ

ダ

ブ

台255計 台435計計 43 台 計 2〇台



写真 3 堆雪場付近の道路渋滞状況

,
訳
′ふ
ん

　
　
　

の
積
込
機
械

(
ロ
ー
ダ
)
ま
た
は
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
い

ず
れ
か
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
る

(写
真
2
)。

し
か
し
、
今
冬
は
三
一月
下
旬
か
ら
全
域
で
排
雪
作
業

が
実
施
し
た
こ
と
で
、
沿
岸
部
に
集
中
し
て
い
る
堆
雪
場

へ
は
、
一
般
市
民
と
委
託
業
者
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
殺

到
し
交
通
渋
滞
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
現
場
と
堆
雪
場

の
往
復
に
約
二
時
間
も
か
か
る
場
合
が
あ
る
な
ど
作
業
効

率
が
悪
化
し
、
作
業
に
予
想
以
上
の
日
数
を
要
し
た

(写

真
3
)。

4

除
排
雪
支
援

除
排
雪
作
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
、
早
期
に
道
路
交
通

を
確
保
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
と
秋
田
県
に
対
し
、
主

要
道
路
の
除
排
雪
の
支
援
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
な
ど
三

日
間
で
延
べ
三
八
八
台
の
支

援
を
受
け
、
主
要
道
路
約
七
三
如
の
道
路
交
通
を
確
保
し

た

(表
2
)。

し
か
し
、
支
援
を
い
た
だ
い
た
大
型
除
排
雪
機
械
が
入

れ
な
い
一
般
生
活
道
路
で
は
、
依
然
と
し
て
除
排
雪
作
業

が
進
ま
な
い
状
況
が
続
い
た
。

5

バ
ッ
ク
ホ
ウ
部
隊

年
末
年
始
の
集
中
豪
雪
に
よ
り
、
本
市
で
は
一
部
を
除

く
市
発
注
工
事
を
一
時
的
に
中
止
し
、
こ
れ
ら
の
請
負
業

者
の
ほ
か
、
秋
田
市
建
設
業
協
会
や
秋
田
管
工
事
業
協
同

組
合
、
そ
し
て
追
加
募
集
に
よ
る
業
者
な
ど
新
た
に
一
〇

ローダによる積込

写真2 例年の排雪状況

機械貸付制度利用



一
社
と
除
排
雪
委
託
契
約
を
交
わ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

掘
削
用
小
旋
回
バ
ッ
ク
ホ
ウ
と
小
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
を
確
保
し
、
例
年
で
は
除
雪
車
が
作
業
で
き
な
い
狭
縊

な
道
路
や
作
業
の
遅
れ
て
い
る
生
活
道
路
及
び
歩
道
の
除

排
雪
を
実
施
し
た

(写
真
4
)。

バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
除
排
雪
は
緊
急
避
難
的
な
も
の
で

あ
っ
た
が
、
狭
縊
な
道
路
を
利
用
し
生
活
を
し
て
い
る
市

民
か
ら
は
安
堵
の
声
が
聞
か
れ
た
。

し
か
し
、バ
ッ
ク
ホ
ウ
は
作
業
の
進
捗
率
が
悪
い
た
め
、

経
費
が
か
か
り
増
し
す
る
な
ど
多
く
の
課
題
を
残
す
結
果

と
な
っ
た
。

表 2 除排雪作業支援

支援機関 秋田河川
国道事務所 搬 計合

第一次 第二次

支援期間 ~
0

2

穹

ノ

ル

12

1

~

1

2

得

/

れ

12

1 鉱
作業延長 約16k m m16約 緻 m73約

グレーダ 治 - 一

聽
ロータリ 冶 胎 蛤
ドーザ 胎 一
ダンプ 胎 始

五

堆
雪
場
の
運
営

シ
ー
ズ
ン
当
初
、
一
般
開
放
用
の
大
規
模
な
堆
雪
場
と

し
て
沿
岸
部
に
次
の
三
ヵ
所
を
準
備
し
た
。

①

国
土
交
通
省
所
管
の
雄
物
川
河
川
敷

②

秋
田
県
所
管
の
旧
秋
田
空
港
跡
地

③

秋
田
市
所
管
の
環
境
部
事
業
所
跡
地

、

例
年
、
こ
の
ほ
か
各
地
区
に
小
規
模
な
用
地
を
確
保
す

る
こ
と
で
排
雪
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
た

(当
初

面
積
･
約
四
七
、
0
0
0
甘
)。

し
か
し
、
今
冬
は
確
保
し
て
い
た
堆
雪
場
用
地
が
一
二

月
で
飽
和
状
態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
年
一
月
上
旬

か
ら
中
旬
に
か
け
①
と
②
の
エ
リ
ア
を
拡
大
し
た
ほ
か
、

緊
急
避
難
的
な
臨
時
堆
雪
場
と
し
て
次
の
用
地
を
開
放
し

排
雪
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
た

(追
加
面
積
･

約
五
〇
、
O
O
o
m
)。

①

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
･･･四
人
ヵ
所

②

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
地
域
運
動
広
場
等
,.･七
ヵ
所

③

街
区
公
園
等
･････････六
〇
0
ヵ
所

④

国
有
地
･･･････････････
一
カ
所

⑤

秋
田
県
管
理
用
地
･･･七
ヵ
所

⑥

秋
田
市
管
理
用
地
･･･
一
ヵ
所

⑦

申
し
入
れ
の
あ
っ
た
一
般
企
業
用
地
･･･
一
ヵ
所

こ
れ
に
よ
り
、
排
雪
作
業
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ

れ
、
市
内
の
除
排
雪
作
業
が
促
進
し
た
。
ま
た
、
二
月
中

旬
以
降
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
降
雪
が
な
か
っ
た
こ
と
も
幸

い
し
今
冬
の
豪
雪
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
反
面
、
多
く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
等
を
堆
雪
場

と
し
て
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り

①

堆
雪
場
の
運
営
経
費

②

春
先
の
融
雪
促
進
作
業
、
ご
み
処
理
や
整
地
･
復

バックホウによる除排雪



日赤病院跡地 (中通)

い
き
鱸

　
　　
　

　　
　
　

き
絲

旧
経
費

③

作
業
時
の
機
械
の
騒
音
や
振
動

④

ご
み
の
散
乱
な
ど
地
域
に
与
え
る
影
響

な
ど
様
々
な
問
題
が
発
生
し
た
。

今
後
は
、
シ
ー
ズ
ン
当
初
か
ら
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ 写真5 臨時堆雪場状況

た
堆
雪
場
を
確
保
す
る
と
共
に
、
そ
れ
に
伴
っ
た
諸
問
題

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

穴

豪
雪
に
挑
廼
市
民

1

市
民
協
働

本
市
で
は
、
市
民
と
企
業
そ
し
て
行
政
が
共
に
考
え
、

お
互
い
を
理
解
し
役
割
を
分
担
し
た
中
で
行
う

｢市
民
協

働
｣
の
も
と
、
様
々
な
障
壁
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
こ
の
冬
は
各
地
域
で
一
丸
と
な
り
克
雪
に
取
り
組
む

姿
が
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
た

(写
真
6
･
7
)。

除
排
雪
対
策
は
、
行
政
の
み
の
対
応
で
は
自
ず
と
限
界

が
あ
る
た
め
、快
適
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

市
民
が
恒
常
的
に
克
雪
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
各
種
支
援

制
度
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
冬
は
、
除
排
雪

(豪
雪
)
対
策
本
部
及
び
雪
害

(災

害
)
対
策
本
部
に
約
一
五
、
0
0
0
件
近
い
要
望
、
苦
情

等
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

｢
い
つ
に
な
っ
た
ら
除
雪
に
来
る
ん
だ

(怒
)｣

｢業
者
の
や
り
方
が
下
手
だ

(怒
)｣

｢こ
ん
な
除
雪
で
お
金
を
支
払
っ
て
い
る
の
か
｣

｢玄
関
に
大
き
な
雪
の
魂

(雪
だ
る
ま
)
を
置
い
て
い

っ
た
。
何
と
か
し
ろ
-
｣

こ
の
よ
う
な
内
容
の
電
話
や
メ
ー
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
が
、
建
設
的
な
提
案
や
除
排
雪
情
報
を
望
む
意
見

(図

4
)
な
ど
も
多
く
見
ら
れ
た
。

そ
の
内
容
の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

除
雪
状
況
や
予
定
箇
所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
な
い
か
?

②

市
民
モ
ニ
タ
ー
を
採
用
し
道
路
状
況
等
を
パ
ト
ロ

ー
ル
さ
せ
て
み
て
は
ど
う
か
?

　　
　

　
　　 　

　　

写真 7 ボランティアによる 写真 6 市民による通学路の
除雪状況 (1月 8月)

　

　

　　

　　

し
る
し屋根の雪下ろし状況

＼ゞ
ゞ

　
　

　　
　
　



導指
%

者
芻

業

除排雪要望
9 %

　　

一旨　

　

不
%

衛
1

敵
=

目

③

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
量
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め
に
評

価
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
?

④

狭
い
道
路
は
臨
時
に
一
方
通
行

(警
察
等
と
の
協

議
が
必
要
)
に
し
た
方
が
車
の
す
れ
違
い
で
の
混
雑

解
消
と
な
る
の
で
は
?

こ
の
こ
と
は
、
今
後
、
本
市
が
除
排
雪
対
策
を
見
直
す

た
め
の
貴
重
な
意
見
で
あ
り
、
豪
雪
に
限
ら
ず
雪
に
対
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
考
え
、
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。ま

た
、
災
害
対
策
本
部

(
一
月
五
日
以
降
)
に
切
り
替

え
て
か
ら
実
践
し
た
①
に
つ
い
て
は

(図
5
)、
現
場
状

況
と
掲
載
事
項
の
不
一
致
に
よ
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
な

ど
の
問
題
が
あ
っ
た
も
の
の
、
市
民
か
ら
は
情
報
に
よ
り

不
安
が
和
ら
ぐ
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。

- ---
'
-饗 - - 、 一 - -

　　　　　　　　　　　　　

今漉の生路圏潴砕賤鰕賞射祕について

養護封緘ぞ浅慮長髪ど群れ鮒趨勢蜂事なきもげもきざ臨群落悩殺斑

　
　

　

　

　
　　
　

　

　
　

　

　

　
　

　　

　

　
　

　
　

　　

　
　

拐
地

学

中

　　　

　
　

　
　
　

　　
　　　
　

　　　　
"]“衾騒ぐ↓趨き才;紙数あ踏も
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 6 ホームページによる情報提供

七

お
わ
り
に

大
き
な
爪
あ
と
を
深
く
残
し
た
今
冬
は
、
多
く
の
課
題

が
明
ら
か
と
な
り
、
現
在
、
今
後
の
対
策
に
向
け
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
総
括
、
検
証
中
で
あ
る
。

①

除
排
雪
機
械
の
不
足

②

地
域
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
堆
雪
場
の
確
保

③

除
排
雪
機
械
稼
動
状
況
の
把
握

④

情
報
の
錯
綜
に
よ
る
対
策
本
部
体
制
の
混
乱

⑤

市
民
へ
の
情
報
提
供
不
足

⑥

除
排
雪
支
援
制
度
の
充
実

⑦

出
動
判
断
基
準
の
明
確
化

⑧

作
業
優
先
路
線
の
設
定

以
上
の
項
目
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
様
々
な
課

題
解
決
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
本
市
に
新
設
さ
れ
た
安
全

安
心
対
策
推
進
本
部
と
防
災
対
策
課
及
び
関
係
部
局
と
連

携
し
、
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
の
除
排
雪
対
策
を
講
ず
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

最
後
に
、
こ
の

｢平
成
一
人
年
豪
雪
｣
を
教
訓
に
行
政

と
し
て
何
を
ど
こ
ま
で
実
施
す
べ
き
か
、
市
民
や
企
業

(委
託
業
者
)
は
何
が
で
き
る
の
か
な
ど
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
新
た
な
雪
対
策
を
市
民
と
共
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

写真 8 確保された通学路を
登校する子どもたち

対策提案
25 %



蹄
切
遭
改
良
促
進
法
の
一
部
暎
正
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

菅
原

晋
也

.
は
じ
め
に

本
年
三
月
二
八
日
に

｢運
輸
の
安
全
性
の
向
上
の
た
め

の
鉄
道
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
｣
が
成
立
し
、

同
月
三
一
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た

(平
成
一
人
年
三
月
三

一
日
法
律
第
一
九
号
)。
こ
こ
で
は
、
同
法
の
中
で
行
わ

れ
た
踏
切
道
改
良
促
進
法

(昭
和
三
六
年
法
律
第
一
九
五

号
)
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
本
改

正
に
つ
い
て
は
、四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二

踏
切
道
を
取
り
巻
く
現
状

踏
切
道
の
箇
所
数
は
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
制
定
時

(昭
和
三
六
年
)
に
は
七
〇
、
0
O
0
ヵ
所
を
超
え
て
い

ま
し
た
が
、
踏
切
道
の
立
体
交
差
化
、
統
廃
合
等
に
よ
り
、

平
成
一
六
年
度
末
時
点
で
は
約
三
六
、
8

0
ヵ
所
に
減

少
し
て
い
ま
す

(図
1
、
表
1
)
。

数
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ま
た
、
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切
事
故
及
び
こ
れ
に
伴
う
死
傷
者
数
は
、
踏

嗽
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ま
た
、
踏
切
事
故
及
び
こ
れ
に
伴
う
死
傷
者
数
は
、
踏

切
事
故
防
止
対
策
の
推
進
に
よ
り
概
ね
減
少
を
続
け
て
き

て
い
ま
す
が
、
平
成

-
-ハ年
度
に
お
い
て
も
な
お
、
踏
切

事
故
件
数
は
鉄
道
運
転
事
故
八
四
七
件
の
約
五
割
の
四
一

〇
件
を
占
め
、
そ
の
死
傷
者
数
も
二
八
五
人

(死
者
一
四

四
人
、
負
傷
者
一
四
一
人
)
を
数
え
て
い
ま
す

(図
2
)。

さ
ら
に
、
ピ
ー
ク
時
の
一
時
間
当
た
り
の
遮
断
時
間
が

四
0
分
以
上
の
い
わ
ゆ
る

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
で
は
、
遮

断
時
間
が
特
に
長
い
こ
と
も
あ
り
、
踏
切
利
用
者
の
イ
ラ

イ
ラ
感
に
よ
る
無
理
な
横
断
や
踏
切
通
過
時
に
お
け
る
自

動
車
と
歩
行
者
の
輻
輳
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨

年
三
月
に
東
武
鉄
道
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
｢開
か
ず
の
踏
切
｣

で
四
名
の
死
傷
者
を
出
す
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、
そ
の

安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
と

40
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1

◎
第
第
第
第

表

1種 :自動踏切遮断機を設置するか又は踏切保安係を設置して、遮断機を閉じ道路を遮断するもの
2種 : 1日のうち一定の時間だけ踏切保安係が遮断機を操作しているもの (現存しない)
3 種 :踏切遮断機は設置されていないが、 踏切警報機は設置されているもの

4 種 :踏切遮断機も踏切警報機も設置されていないもの (第 1種~ 第3種以外の踏切道)

年度末 昭和35 40 45 50 55 60 鰔 ワ“ l2 16

踏
切
道
教

禰第
州 鯛 6

,
543 10

,
552 獄 27

,
250 29

,
547 30

,
562 嬬 30

,
786 30

,
448

獺第 470 320 72 37 20 0 0 nV 0 0

鱸鰊第 鱗 12
,
681 14

,
645 6

,
621 孃 磁QJ“ 燃 職 鰡 邱
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“
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Û

Û
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こ

度

び

　
　

　運転事故のうち、 踏切障害事故及びこれに起因する列車事故をいう。

踏切事故件数と死傷者数の推移

こ
ろ
で
す
。

三

踏
切
道
改
良
促
進
法
の
醐部
改
正
に
つ
い
て

今
後
さ
ら
に
道
路
交
通
量
の
伸
び
や
都
市
化
の
進
展
が

予
想
さ
れ
る
中
、
踏
切
道
の
立
体
交
差
化
や
踏
切
道
の
拡

幅
な
ど
の
必
要
性
が
一
層
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
踏
切
道
の
中
で
も
、
｢開
か
ず
の
踏
切
｣
に
つ
い
て

は
、
速
効
的
な
対
策
と
立
体
交
差
化
に
よ
る
抜
本
的
な
対

策
の
双
方
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
を
改
正
し
、
法
に

よ
る
措
置
を
講
ず
る
期
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の

充
実
を
行
い
、
踏
切
道
の
改
良
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
な
改
正
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

1

踏
切
道
の
指
定
期
間
の
延
長

(法
第
三
条
関
係
)

国
土
交
通
大
臣
は
、
平
成
一
八
年
度
以
降
の
五
ヵ
年
間

に
お
い
て
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
踏
切
道

に
つ
い
て
、
指
定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

改
正
前
の
踏
切
道
改
良
促
進
法
で
は
、
国
土
交
通
大
臣

は
、
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
又
は
保
安
設
備
の
整
備

に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
踏
切
道
に

つ
い
て
、
そ
の
改
良
の
方
法
を
定
め
て
指
定
す
る
も
の
と

さ
れ
て
お
り
、
当
該
指
定
が
な
さ
れ
る
と
、
指
定
さ
れ
た

踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
立
体

交
差
化
計
画
等
を
作
成
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る
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と
と
も
に
、
同
計
画
に
従
い
、
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
美

断
歩
道
橋
の
整
備
等
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

国
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
立
体
交
差
化
工
事
施

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

り
ま
す
。

テ

に
ず
し
当
該

に

す
る

、

に

て
る
逡

、を

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
一
八
年
度
以
降
の
五
ヵ

年
間
に
お
い
て
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
踏

切
道
に
つ
い
て
も
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
指
定
さ
れ
た
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業
者
等

に
は
、
立
体
交
差
化
計
画
等
の
作
成

･
提
出
、
同
計
画
に

従
っ
た
踏
切
道
の
改
良
の
実
施
の
義
務
が
生
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

2

歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備

(法
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
関
係
)

国
土
交
通
大
臣
が
踏
切
道
を
指
定
す
る
際
に
定
め
る
改

良
の
方
法
と
し
て
、
現
行
の
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良

及
び
保
安
設
備
の
整
備
の
ほ
か
に
、
歩
行
者
等
立
体
横
断

施
設
の
整
備
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
歩
行
者
等
立

体
横
断
施
設
と
は
、
横
断
歩
道
橋
、
地
下
横
断
歩
道
な
ど
、

歩
行
者
又
は
自
転
車
が
安
全
か
つ
円
滑
に
鉄
道
を
横
断
す

る
た
め
の
立
体
的
な
通
路
を
い
い
ま
す
。

歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
に
係
る
踏
切
道
の
指

定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
指
定
さ
れ
た
踏
切
道
に
係
る
鉄
道

事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設

整
備
計
画
を
作
成
し
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、
同
計
画
に
従
い
、
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
｢開
か
ず
の
踏
切
｣
等
に
お
い
て
、
横

3

踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
な
い
場
合
の

勧
告
制
度
の
創
設

(法
第
六
条
関
係
)

国
土
交
通
大
臣
は
、
鉄
道
事
業
者
及
び
国
土
交
通
大
臣

以
外
の
道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由

が
な
く
計
画
に
従
っ
て
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
て
い
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
等
に
対
し
て
、

踏
切
道
の
改
良
を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
鉄
道
事
業
法

(昭
和
六
一
年
法
律
第
九

二
号
)
の
改
正
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
毎
年
度
、

輸
送
の
安
全
に
か
か
わ
る
情
報
を
整
理
し
、
こ
れ
を
公
表

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(鉄
道
事
業
法
第

一
九
条
の

一三
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
が
踏
切
道
改
良
促

進
法
に
基
づ
く
勧
告
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
当
該

規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
鉄
道
事
業
者
及
び
国
土
交
通
大
臣
以
外

の
道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
が
、
計
画
に
従
っ
て
踏

切
道
の
改
良
を
実
施
す
る
こ
と
が
よ
り
実
効
的
に
担
保
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

4

連
続
立
体
交
差
事
業
の
工
事
を
行
う
立
体
交
差
化
工

事
施
行
者
に
対
す
る
無
利
子
貸
付
制
度
の
創
設

(法
第

九
条
関
係
)

行
者
に
対
し
当
該
工
事
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
を

無
利
子
で
貸
し
付
け
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
貸
付
け
の

条
件
が
一
定
の
基
準
(※
1
)
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、

当
該
貸
付
け
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
当
該
都
道
府
県
等

に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

立
体
交
差
化
工
事
施
行
者
と
は
、
鉄
道
事
業
者
と
道
路

管
理
者
の
同
意
を
得
て
、
立
体
交
差
化
計
画
に
係
る
一
定
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の
踏
切
道
の
改
良
の
工
事

(※
2
)
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件

(※
3
)

に
適
合
す
る
と
認
め
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
意
欲
、
能
力
の
あ
る
様
々
な
事
業
者
の

積
極
的
な
参
画
を
得
て
、
連
続
立
体
交
差
事
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
1
!
貸
付
け
の
条
件
の
基
準
に
つ
い
て

(踏
切
道
改
良
促
進
法
施

行
令
第
七
条
)

①

貸
付
金
の
償
還
期
間
が
二
〇
年

(五
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含

む
。)
以
内
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
償
還
が
均
等
半
年
賦
償
還
の
方

法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②

貸
付
け
を
受
け
る
立
体
交
差
化
工
事
施
行
者
は
、
国
等
が
、
貸

付
け
に
係
る
債
権
の
保
全
そ
の
他
貸
付
け
の
条
件
の
適
正
な
実
施

を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
、
当
該
立
体
交
差
化
工
事
施

行
者
の
業
務
及
び
資
産
の
状
況
に
関
し
報
告
等
を
求
め
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
報
告
等
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

※
2
ー
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て

(踏
切
道
改
良
促
進

法
施
行
令
第
五
条
)

連
続
立
体
交
差
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
工
事

(鉄
道
の
線
路
の

地
下
移
設
又
は
高
架
移
設
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
連
の
踏
切
道

を
改
良
す
る
工
事
を
い
う
。)
の
う
ち

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
等
を
改

良
す
る
工
事
を
含
む
工
事
と
な
り
ま
す
。

※
3
1
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
に
つ
い
て

(踏
切
道
改
良
促



こ
と
と
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
踏
切
道
の
改
良
の
実
施
の
状
況
や
、
踏

切
道
の
指
定
の
前
段
階
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者
と
道
路
管

理
者
の
調
整
状
況
な
ど
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
的
確

に
把
握
し
、
必
要
な
場
合
に
実
施
の
勧
告
等
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
に
よ
り
、
踏
切
道
の
改
良
の
迅
速
化
を
図
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

進
法
施
行
令
第
六
条
)

①

特
定
連
続
立
体
交
差
化
工
事
に
関
し
、
立
体
交
差
化
計
画
に
照

5

踏
切
道
の
改
良
の
実
施
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
報
告

ら
し
て
適
切
な
工
事
実
施
計
画
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

徴
収
制
度
の
創
設

(法
第
一
一条
関
係
)

②

①
の
工
事
実
施
計
画
を
実
施
す
る
た
め
適
切
な
資
金
計
画
及
び

収
支
計
画
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

③

特
定
連
続
立
体
交
差
化
工
事
を
適
確
に
行
う
能
力
を
有
す
る
者

で
あ
る
こ
と
o

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度

に
お
い
て
、
鉄
道
事
業
者
又
は
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道

路
管
理
者
に
対
し
、
踏
切
道
の
改
良
の
実
施
の
状
況
そ
の

他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

<現行制度踏切道の指定は、平成13年度~平成17年度の5箇年間の時限措置> 1

礬壷奢漂奈義ご辯論着成蹊濃艶実掟叢巽保安設備務轢翳議事絲織標 J
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踏切道を指定

<改正内容>

　　　　　　　　　　　　　　

改良が必要と認められる踏切道の指定を行
~ 掛 平成笹年度以降の5箇 艶-こ延

※保安設備整備計画の実施に係る補助措置の期間の延長

、、、.1･----,.--‘‐.--･･】‐‐-‘‐--･･-I.--′-‐‐-‐-･
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正当な理由がなく計画に従って踏切道の改
･ない ▲の 生 の 釜

　 　　　　 　　　　　　　　　　　

踏切纜の改良の実施の状況翁について報告
の 萎循 ＼＼ ~

　 　 　 　　　　　

漉続銃体交婆蔓築に係る無利子窟癈鬮褒め
創設

歩行者等が安全かつ円滑に横断できる横断

踏切道の改良を実施

連続立体交差事業

　　
　　
　

　
　
　

の
喘

　
　

　
　

通
藻

　
　
　　

改良計画の作成

　　　　　コ 道路管理者 得 鉄道事業者
協議して作成

　　　　　　　　　
保安設備整備計画
当 鉄道事業者が作成

踏切道の改良の方法

ノ

ー----l
l
l
l
------"""‐-------‘--;
:
＼

~

圏 踏切道改良促進法の改正概要 (平成l8年4月 1日施行)

改正の目的
○開かずの踏切対策等の促進(歩行者等への安全対策)
○踏切対策の全般的な促進



施
設
の
整
備
に
係
る
指
定
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

四

踏
切
道
の
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
機

び
保
穣
設
備
の
整
備
に
関
す
る
省
令
の
一部

改
正
に
つ
い
て

今
回
の
踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
改
正
と
あ
わ
せ

て
、
｢踏
切
道
の
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
及
び
保
安

設
備
の
整
備
に
関
す
る
省
令
｣
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
改
正
は
、
踏
切
道
の
指
定
基
準
の
見
直
し
な
ど

踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
改
正
と
密
接
に
関
連
す
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
考
ま
で
に
紹
介
し
ま

す
。
な
お
、
本
改
正
に
お
い
て
、
省
令
の
題
名
が
踏
切
道

改
良
促
進
法
施
行
規
則
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

ー

立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
等
の
指
定
基
準
の
見
直
し

ピ
ー
ク
時
の
遮
断
時
間
が
四
〇
分
以
上
の

｢開
か
ず
の

踏
切
｣
な
ど
早
期
に
対
策
が
必
要
な
踏
切
に
つ
い
て
法
第

三
条
第
一
項
に
基
づ
く
踏
切
道
の
指
定
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
及
び
保
安
設
備

の
整
備
に
係
る
指
定
基
準
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

2

歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
の
指
定
基
準

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
や
歩
行
者
等
の
交
通
量
が
一
定
以

上
の
踏
切
、
歩
行
者
の
横
断
距
離
の
長
い
踏
切
な
ど
、
特

に
歩
行
者
等
の
横
断
の
安
全
性
等
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
踏
切
に
つ
い
て
法
第
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
踏
切
道
の

指
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
歩
行
者
等
立
体
横
断

○構造の改良の指定基準

準基 断
歩道幅員 員

^甕勒切踏匡
満

以
来汁癩瞳獺

遮
の讓蠣邦

自
続

切
接

踏
が

断遮
間

切
時

踏 なし

※ 併せて、 立体交差化の指定と重複で指定ができるようにする。

範
縄員幅道歩蹴

･道%
勘

続
れ蟻舘

員
が

掃
切

遭
難

歩
陷

の
狭

道
道

切
歩

踏
(

で
銃

上
め

以
認

-*
を

問
あ

時
が

断
果
)

遮
効
部

切
に
一

踏
止
の

の
防
切

り
故
踏

た
事
の

当
り
ず

間
よ
か

時
に
開

勿鰻奴
ー
進
も

ピ
構
る

〈参考〉踏切道の指定基準について (改正等概要)

○立体交差化の指定基準

準基 現行

交通量等

車 踏切自動車交通遮断量1万以上

人 ,しな

断遮
問

切
時

踏
,しな

↓

↓

↓

鰓
現行のまま (自動車交通の著しい踏切が含まれる)

砒離遮
つ
獺

扮
蠣

以

目
坊
拗
臟

量
掛
潴

鰤
巡
れ

槌
獲
物

鵞
繕
敲

桁
断
断

醐
醐
E

鰓熱嚇断遮切鱗た

切

当

踏

間

の

時

ず

1

か

ク

開
さ
せ

○歩行者等立体横断施設の整備の指定基準

準基 設新

踏切遮断時間 ピーク 1 時間当たりの踏切遮断時間が40以上 ( = 開かずの踏切)

踏切長 4 線以上その他踏切長が著しく長いもの

その他 事故の防止又は交通の円滑化に著しく効果があると認められるもの



運
輸
の
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
鉄
道
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
条
文

○
踏
切
道
改
良
促
進
法

(昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
)
(抄
)

(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

改

正

案

現

行

(指
定
)

第
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
踏
切
道
に
お
け
る
交
通
量
、
踏
切
事
故
の
発
生
状
況
そ
の

他
の
事
情
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
踏
切
道
の
う
ち
、

平
成
十
八
年
度
以
降
の
五
箇
年
間
に
お
い
て
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良

(踏
切
道
に

接
続
す
る
鉄
道
又
は
道
路
の
構
造
の
改
良
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)
、
歩
行
者
等
立
体

横
断
施
設

(横
断
歩
道
橋
そ
の
他
の
歩
行
者
又
は
自
転
車
が
安
全
か
つ
円
滑
に
鉄
道
を

横
断
す
る
た
め
の
立
体
的
な
施
設
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
)
の
整
備
又
は
保
安
設
備
の
整
備
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
改
良
の
方
法
を
定
め
て
、
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

2

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
踏
切
道
で
あ
っ
て
前
項
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
平
成
十
八
年
度
以
降
の
五

箇
年
間
に
お
い
て
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
、
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
又

は
保
安
設
備
の
整
備
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
踏
切
道
に
つ
い
て

、
そ
の
改
良
の
方
法
を
示
し
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨
を
国
土
交
通

大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨

(指
定
)

第
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
踏
切
道
に
お
け
る
交
通
量
、
踏
切
事
故
の
発
生
状
況
そ
の

他
の
事
情
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
踏
切
道
の
う
ち
、

平
成
十
三
年
度
以
降
の
五
箇
年
間
に
お
い
て
立
体
交
差
化
又
は
構
造
の
改
良

(踏
切
道

に
接
続
す
る
鉄
道
又
は
道
路
の
構
造
の
改
良
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)
又
は
保
安
設
備

の
整
備
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
改
良
の

方
法
を
定
め
て
、
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

2

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
踏
切
道
で
あ
っ
て
前
項
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
平
成
十
三
年
度
以
降
の
五

箇
年
間
に
お
い
て
立
体
交
差
化
、
構
造
の
致
良
又
は
保
安
設
備
の
整
備
に
よ
り
改
良
す

る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
踏
切
道
に
つ
い
て
、
そ
の
改
良
の
方
法
を
示
し
て
、
同

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨



の
申
田
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
又
は

歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事

業
者

(軌
道
経
営
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)
、
道
路
管
理
者

(前
条
に
規
定
す
る
道

路
の
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
及
び
関
係
市
町
村
長
の
、
保
安
設
備
の
整
備
に

係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
関
係
市
町
村
長
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
立
体
交
差
化
、

構
造
の
改
良
又
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
指

定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
並
び
に
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知

事
の
甲
田
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
保
安
設
備
の
整

備
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
る

都
道
府
県
知
事
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
そ

の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

(略
)

(立
体
交
差
化
計
画
等
)

第
四
条

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
で
あ
っ

て
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
又
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
に
係
る
も
の

(

鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け

る
踏
切
造
に
つ
い
て
の
指
定
を
除
く
。
)
が
あ
っ
た
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定

す
る
期
日
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
議
に
よ
り
当
該
踏

の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
立
体
交
差
化
又
は
構
造
の
改
良
に

係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者

(軌
道
経
営
者
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
)
、
道
路
管
理
者

(前
条
に
規
定
す
る
道
路
の
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

)
及
び
関
係
市
町
村
長
の
、
保
安
設
備
の
整
備
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
指
定
に

係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
関
係
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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4

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
立
体
交
差
化
又

は
構
造
の
改
良
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管

理
者
並
び
に
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
保
安
設
備
の
整
備
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
指

定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
申
出
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
は
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
告
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

(略
)

(立
体
交
差
化
計
画
等
)

第
四
条

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
で
あ
っ

て
立
体
交
差
化
又
は
構
造
の
改
良
に
係
る
も
の

(鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理

者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
に
つ
い
て
の
指
定
を
除
く

。
)
が
あ
っ
た
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
議
に
よ
り
当
該
踏
切
道
に
つ
い
て
立
体
交
差
化
計
画
又



切
道
に
つ
い
て
立
体
交
差
化
計
画
、
構
造
改
良
計
画
又
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
整

備
計
画
を
作
成
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更

す
る
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

2
…
4

(略
)

5

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
で
あ
っ
て
立
体
交
差
化
、
構

造
の
改
良
又
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
鉄
道
と
国
土

交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
に

つ
い
て
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
の
意
見

を
聴
い
て
、
立
体
交
差
化
計
画
、
構
造
改
良
計
画
又
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
整
備

計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
立
体
交
差
化
計
画
、
構

造
改
良
計
画
又
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
整
備
計
画
を
作
成
す
る
前
に
、
鉄
道
事
業

者
と
国
土
交
通
大
臣
と
の
間
に
立
体
交
差
化
計
画
、
構
造
改
良
計
画
又
は
歩
行
者
等
立

体
横
断
施
設
整
備
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

6

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
体
交
差
化
計
画
、
構
造
改
良
計
画
又
は

歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
整
備
計
画
を
作
成
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安
全
の

確
保
並
び
に
鉄
道
の
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

7

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
へ
の
立
体
交
差
化
計
画
、
構
造
改
良
計
画
又

は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
整
備
計
画
の
提
出

(鉄
道
事
業
者
及
び
都
道
府
県
又
は
道

路
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
市
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。

は
構
造
改
良
計
画
を
作
成
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
を
変
更
す
る
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

2
、
4

(略
)

5

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
で
あ
っ
て
立
体
交
差
化
又
は

構
造
の
改
良
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道

路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
に
つ
い
て
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
立
体
交
差
化
計
画
又
は

構
造
改
良
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
立
体
交
差
化

計
画
又
は
構
造
改
良
計
画
を
作
成
す
る
前
に
、
鉄
道
事
業
者
と
国
土
交
通
大
臣
と
の
間

に
立
体
交
差
化
計
画
又
は
構
造
改
良
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

6

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
体
交
差
化
計
画
又
は
構
造
改
良
計
画
を

作
成
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
の
事
業
の
発
達
、
改

善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
へ
の
立
体
交
差
化
計
画
又
は
構
造
改
良
計
画

の
提
出

(鉄
道
事
業
者
及
び
都
道
府
県
又
は
道
路
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定

市
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。
)
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り



)
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

8

(略
)

9

国
土
交
通
大
臣
は
、
立
体
交
差
化
計
画
、
構
造
改
良
計
画
若
し
く
は
歩
行
者
等
立
体

横
断
施
設
整
備
計
画

(第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
作
成
し
た
も
の

を
除
く
。
)
又
は
保
安
設
備
整
備
計
画
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
変
更
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

め

(略
)

(改
良
の
実
施
)

第
五
条

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
は
、
立
体
交
差
化
計
画
、
構

造
改
良
計
画
若
し
く
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
整
備
計
画
又
は
保
安
設
備
整
備
計
画

(次
条
第
一
項
に
お
い
て
｢立
体
交
差
化
計
画
等
｣
と
い
う
。
)
に
従
い
、
当
該
踏
切

道
の
改
良
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(勧
告
等
)

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
鉄
道
事
業
者
及
び
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路
管
理
者
又

は
鉄
道
事
業
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
立
体
交
差
化
計
画
等
に
従
っ
て
当
該
踏
切
道
の

改
良
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
又

は
鉄
道
事
業
者
に
対
し
て
、
当
該
立
体
交
差
化
計
画
等
に
従
っ
て
当
該
踏
切
道
の
改
良

を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8

(略
)

9

国
土
交
通
大
臣
は
、
立
体
交
差
化
計
画
若
し
く
は
構
造
改
良
計
画

(第
五
項
本
文
の

規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
作
成
し
た
も
の
を
除
く
。
)
又
は
保
安
設
備
整
備
計
画

が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

10

(略
)

(改
良
の
実
施
)

第
五
条

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
は
、
立
体
交
差
化
計
画
若
し

く
は
構
造
改
良
計
画
又
は
保
安
設
備
整
備
計
画
に
従
い
、
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



2

前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
鉄
道
事
業
者
及
び
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路

管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
そ
の
勧
告
に
係
る
踏
切
道
の
改
良
を

実
施
し
て
い
な
い
と
き
の
措
置
は
、
鉄
道
事
業
法

(昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号

)
第
二
十
三
条
第
一
項

(第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)

(軌
道
法

(大
正
十
年
法

律
第
七
十
六
号
)
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
又
は
道

路
法
第
七
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(費
用
の
負
担
)

(費
用
の
負
担
)

第
七
条

立
体
交
差
化
計
画
、
構
造
改
良
計
画
又
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
整
備
計
画

第
六
条

立
体
交
差
化
計
画
又
は
構
造
改
良
計
画
の
実
施
に
要
す
る
費
用
は
、
鉄
道
事
業

の
実
施
に
要
す
る
費
用
は
、
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
協
議
し
て
負
担
す
る
も

者
及
び
道
路
管
理
者
が
協
議
し
て
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

2

(略
)

2

(略
)

(補
助
)

第
七
条

(略
)

(補
助
)

第
八
条

(略
)

(資
金
の
貸
付
け
)

第
九
条

国
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
立
体
交
差
化
工
事
施
行
者

(鉄
道
事
業
者
及

び
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
て
立
体
交
差
化
計
画
に
係
る
踏
切
道
の
改
良
の
工
事

(政

令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
)
を
行
お
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
国
土
交
通
大
臣
が
政
令

で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。
)
に
対
し
当
該
工
事
に
要
す
る



費
用
に
充
て
る
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
貸
付
け
の
条
件

が
次
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
貸
付
け
に
必
要
な
資

金
の
一
部
を
無
利
子
で
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
国
の
貸
付
金
及
び
同
項
の
国
の
貸
付
け
に
係
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
貸

付
金
に
関
す
る
償
還
方
法
そ
の
他
必
要
な
貸
付
け
の
条
件
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
政
令

で
定
め
る
o

(資
金
の
確
保
に
関
す
る
措
置
)

第
十
条

(略
)

(資
金
の
確
保
に
関
す
る
措
置
)

第
八
条

(略
)

(報
告
の
徴
収
)

第
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
鉄
道
事
業
者
又
は
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路
管

理
者
に
対
し
、
踏
切
道
の
改
良
の
実
施
の
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



【道
路
管
理
者
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
】

〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
五
年

九
月
一
九
日

徳
島
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)

〔控
訴
審
判
決
〕

平
成
一
六
年

九
月
三
〇
日

高
松
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

道
路
上
に
設
置
物
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
に
、
道
路
利

用
者
等
か
ら
道
路
管
理
者
に
対
し
て
直
ち
に
撤
去
を
求
め

ら
れ
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
。
行
政
代
執
行
が
認
め
ら

る
要
件
と
し
て
は
、
法
律
に
よ
り
直
接
に
命
ぜ
ら
れ
、
又

は
法
律
に
基
き
行
政
庁
に
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
行
為
に
つ
い

て
義
務
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
い
場
合
、
他
の
手
段
に
よ

っ
て
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
且
つ

そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
路
肩
で
あ
っ
て
通
常
は
走
行
す

る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
妨
害
物
が
置
か
れ

た
ケ
ー
ス
で
、
道
路
管
理
者
が
占
有
者
に
対
し
て
文
書
及

び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧
告
を
な
す
に
と
ど
ま
り
、
本
件

設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
裁
量
権
を
逸
脱
し

て
違
法
で
あ
る
か
等
が
争
わ
れ
た
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と

と
し
、
以
下
、
主
に
道
路
管
理
者
に
関
連
す
る
部
分
を
取

り
上
げ
る
。

頤

事
案
の
概
震

1

事
案
の
概
要

本
件
は
、
原
告
が
、
原
告
所
有
の
土
地
に
隣
接
す
る
県

道
の
一
部
で
あ
る
と
主
張
す
る
本
件
土
地
上
に
、
土
地
改

良
区
が
設
置
物
を
置
く
な
ど
し
た
た
め
、
原
告
所
有
の
土

地
へ
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
土
地
の
所
有
権

又
は
本
件
土
地
を
自
由
に
通
行
す
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
た

と
し
て
、

①

土
地
改
良
区
の
ほ
か
、
県
道
の
管
理
者
で
あ
る

県
及
び
土
地
改
良
区
に
対
し
て
監
督
義
務
を
負
う

知
事
に
対
し
、
原
告
所
有
の
土
地
の
所
有
権
又
は

本
件
土
地
を
自
由
に
通
行
す
る
権
利
に
基
づ
く
妨

害
排
除
と
し
て
、
本
件
土
地
上
に
あ
る
設
置
物
の

収
去
を
求
め
、

②

土
地
改
良
区
に
対
し
、
所
有
権
又
は
通
行
の
自

由
権
に
基
づ
く
妨
害
予
防
と
し
て
、
原
告
が
本
件

土
地
か
ら
原
告
所
有
の
土
地
へ
の
通
行
を
妨
害
す

る
こ
と
の
禁
止
を
求
め
、

③

土
地
改
良
区
に
対
し
、
土
地
改
良
法
三
五
条
、

民
法
四
四
条

一
項
、
七
〇
九
条
、
七
一
九
条
に
基

づ
き
、
上
記
妨
害
行
為
開
始
後
の
日
か
ら
の
賃
料

相
当
損
害
金
及
び
上
記
①
の
収
去
済
み
ま
で
、
賃

料
相
当
損
害
金
を
支
払
う
よ
う
求
め
、

-三 ′, ,
　

　
　 　 　

未
舗
装
の
路
肩
部
分
の
占
有
者
に
対
し
て
文
書
等
の
勧
告
に
と
ど
ま
り
、

設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
こ
と
の
違
法
種
等
が
争
わ
れ
た
事
例

i
徳
島
県
道
土
地
明
渡
等
請
求
事
件
-道

路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



④

県
及
び
知
事
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
又

は
民
法
七
一
九
条
に
基
づ
き
、
連
帯
し
て
賃
料
相
当

損
害
金
を
支
払
う
よ
う
求
め
た
。

原
審
は
、
本
案
に
つ
い
て
、
一
審
被
告
改
良
区
に
よ
る

本
件
設
置
物
の
設
置
は
、
一
審
原
告
の
所
有
権
及
び
通
行

の
自
由
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
審
被
告
改
良
区

は
土
地
改
良
法
三
五
条
、
民
法
四
四
条

一
項
に
基
づ
き
、

一
審
原
告
主
張
の
損
害
を
賠
償
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
し

て
、
一
審
被
告
改
良
区
に
対
す
る
①
本
件
設
置
物
の
収
去

請
求
及
び
②
通
行
妨
害
禁
止
請
求
、
並
び
に
③
-
審
被
告

改
良
区
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
す
べ
て
認
容
し
、

①
一
審
被
告
県
及
び
一
審
被
告
知
事
に
対
す
る
本
件
設
置

物
の
収
去
請
求
及
び
④
-
審
被
告
県
に
対
す
る
損
害
賠
償

請
求
は
、
同
人
ら
に
責
任
は
な
い
と
し
て
い
ず
れ
も
棄
却

し
た
。
そ
こ
で
、
一
審
原
告
は
、
一
審
被
告
県
及
び
一
審

被
告
知
事
に
対
す
る
請
求
に
関
す
る
部
分
を
不
服
と
し

て
、
一
審
被
告
改
良
区
は
、
一
審
原
告
の
一
審
被
告
改
良

区
に
対
す
る
請
求
を
認
容
し
た
部
分
を
不
服
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
控
訴
を
申
し
立
て
た
。

2

前
提
事
実
、
争
点
及
び
争
点
に
つ
い
て
の

当
事
者
の
主
張

前
提
事
実

の

当
事
者

ア

原
告

イ

被
告
土
地
改
良
区

(以
下

｢被
告
改
良
区
｣
と

い
う
。)
は
、
土
地
改
良
法
の
規
定
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
た
土
地
改
良
区
で
あ
る
。

ウ

被
告
県
は
、
県
道
松
茂
吉
野
線
(以
下
｢県
道
｣

と
い
う
。)
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
。

エ

被
告
知
事
は
、
被
告
改
良
区
に
対
し
て
土
地
改

良
法
の
規
定
に
基
づ
く
監
督
権
限
を
有
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

②

土
地
関
係

ア

別
図
記
載
の
土
地
｢本
件
1
①
土
地
｣
及
び
同

記
載
の
土
地

｢本
件
1
②
土
地
｣
は
、
も
と
原
告

所
有
の
土
地
が
平
成
一
四
年
九
月
二
日
に
分
筆
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

イ

本
件
1
土
地
の
南
西
側
は
、
別
図
記
載
の
土
地

｢本
件
3
土
地
｣
と
隣
接
し
て
お
り
、
本
件
3
土

地
は
、
県
道
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
被
告
土
地

改
良
区
は
、
本
件
3
土
地
の
地
下
に
存
す
る
暗
渠

式
の
用
水
路

(以
下

｢本
件
用
水
路
｣
と
い
う
。)

を
管
理
し
て
い
る
。

③

被
告
改
良
区
の
行
為

ア

被
告
改
良
区
は
、
平
成
一
三
年
二
月
二
0
日
こ

ろ
、
別
図
記
載
の
土
地

｢本
件
2
土
地
｣
上
に
柵

を
設
置
し
た
が
、
平
成
一
四
年
八
月
こ
ろ
撤
去
し

た
。

イ

被
告
改
良
区
は
、
平
成
一
三
年
九
月
こ
ろ
、
本

件
3
土
地
に
｢資
材
置
場
｣
と
の
掲
示
板
を
掲
げ
、

本
件
1
土
地
と
の
境
界
部
分
を
削
り
、
高
さ
二
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
緑
石
を
設
置
し
て
段
差
を

設
け
、
上
に
ポ
ン
プ
を
乗
せ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

台
座
を
設
置
し
た
。

ウ

被
告
改
良
区
は
、
平
成
一
三
年
二
一月
及
び
平

成
一
四
年
一
月
こ
ろ
、
本
件
3
土
地
上
に
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
管
を
積
み
上
げ
、
｢こ
れ
よ
り
改
良
区
の

管
理
道
で
あ
り
作
業
時
に
は
支
障
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
｣
と
記
載
し
た
看
板
を
立
て
た
。

エ

本
件
1
土
地
か
ら
本
件
1
②
土
地
が
分
筆
さ
れ

た
現
在
に
お
い
て
も
、
上
記
イ
及
び
ウ
の
設
置
物

(本
件
設
置
物
)
は
、
別
図
記
載
の
土
地

｢本
件

4
土
地
｣
上
に
存
在
し
て
い
る
。

回

被
告
県
の
指
導

ア

被
告
県
は
、
平
成
一
四
年
一
月
七
日
、
被
告
改

良
区
に
対
し
て
、
被
告
改
良
区
が
設
置
し
て
い
る

構
造
物
が
道
路
法
四
三
条
に
違
反
し
て
い
る
の
で

原
型
復
旧
す
る
よ
う
勧
告
書
を
出
し
た
上
、
被
告

改
良
区
理
事
長
を
呼
び
出
し
て
口
頭
の
勧
告
を
行

っ
た
。

イ

被
告
県
は
、
同
年
三
月
一
八
日
、
被
告
改
良
区

に
対
し
て
、
被
告
改
良
区
が
設
置
し
て
い
る
構
造

物
を
設
置
し
、
資
材
置
き
場
と
し
て
利
用
し
て
い

る
行
為
が
道
路
法
四
三
条
に
違
反
し
て
い
る
の
で

原
型
復
旧
す
る
よ
う
、
再
度
、
勧
告
書
を
出
し
た
。



二

主
な
争
点

の

争
点
及
び
そ
れ
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張

原
告
の
主
張

①

原
告
の
権
利

原
告
は
、
本
件
1
土
地
の
所
有
権
者
と
し
て
、
同

地
か
ら
県
道
の
一
部
で
あ
る
本
件
3
土
地
を
自
由
に

通
行
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
件

1
土
地
か
ら
本
件
1
②
土
地
が
分
筆
さ
れ
た
現
在
に

お
い
て
も
、
本
件
1
①
土
地
の
所
有
者
と
し
て
本
件

4
土
地
を
自
由
に
通
行
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。

②

被
告
改
良
区
の
責
任

被
告
改
良
区
は
、
何
ら
使
用
権
原
を
有
し
な
い
本

件
4
土
地
上
に
本
件
設
置
物
を
置
き
、
妨
害
行
為
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
原
告
は
、
本
件
1
①

土
地
か
ら
県
道
へ
至
る
通
行
が
不
可
能
と
な
り
、
日

常
生
活
上
不
可
欠
な
交
通
に
著
し
い
支
障
を
生
じ
て

い
る
。
ま
た
、
本
件
1
①
土
地
は
、
早
急
に
売
却
す

る
必
要
が
あ
る
が
、そ
れ
も
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
上
記
の
妨
害
行
為
は
、
本
件
1
①

土
地
の
使
用
及
び
処
分
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
原
告
は
、
被
告
改
良
区
に
対
し
て
本
件
1
①
土

地
の
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
、
又

は
本
件
4
土
地
の
通
行
の
自
由
権
に
基
づ
く
妨
害
排

除
請
求
と
し
て
本
件
設
置
物
の
収
去
を
求
め
、
さ
ら

に
妨
害
予
防
と
し
て
、
一
審
原
告
及
び
そ
の
関
係
者

が
本
件
四
土
地
か
ら
本
件
1
①
土
地
へ
の
通
行
を
妨

害
す
る
こ
と
の
禁
止
を
求
め
る
。

な
お
、
被
告
改
良
区
が
、
本
件
4
土
地
上
に
何
ら

か
の
管
理
権
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
同
地
の
通

行
は
戦
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
明
示
又
は
獸
ご不
の
通
行
地
役
権
な
い
し
は
慣
習

法
上
の
通
行
権
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被

告
改
良
区
の
権
利
の
濫
用
と
し
て
、
そ
の
妨
害
は
排

除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
一
審
被
告
改
良
区
は
、
上
記
侵
害
行
為
を

行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、土
地
改
良
法
三
五
条
、

民
法
四
四
条
一
項
、
七
〇
九
条
、
七
一
九
条
に
基
づ

き
、
一
審
原
告
に
対
し
、
賃
料
相
当
損
害
金
を
支
払

う
義
務
が
あ
る
。

③

被
告
県
の
責
任

本
件
3
土
地
は
、
県
道
の
一
部
で
あ
り
、
対
向
車

の
待
避
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
、
車
両
の
一
時
駐

車
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
に
、
被
告
改
良
区

の
妨
害
行
為
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
不
可
能
と
な
り
、

交
通
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
。
被
告
県
は
、

道
路
管
理
者
と
し
て
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に

保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
も
っ
て
、
一
般
交
通
に
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
努
め
る
義
務
が
あ
る
か
ら
、
道

路
に
違
法
な
本
件
設
置
物
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

除
去
す
べ
き
義
務
が
あ
る

(道
路
法
四
二
条
、
四
三

条
、
七
一
条
一
項
、
一
〇
〇
条
)。

④

被
告
知
事
の
責
任

被
告
改
良
区
は
、
本
件
用
水
路
の
管
理
に
仮
託
し

て
本
件
3
土
地
で
妨
害
行
為
を
し
て
い
る
。
被
告
知

事
は
、
土
地
改
良
区
の
監
督
者
と
し
て
本
件
設
置
物

を
自
ら
除
去
す
る
か
被
告
改
良
区
に
除
去
さ
せ
る
義

務
が
あ
る
。

⑤

両
者
の
責
任

一
審
被
告
県
は
上
記
③
の
義
務
を
、
一
審
被
告
知

事
は
上
記
④
の
義
務
を
そ
れ
ぞ
れ
負
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
審
被
告
改
良
区
に
対
し
、
何
ら
適

切
な
指
導
を
せ
ず
、
そ
の
妨
害
行
為
を
放
任
し
て
い

る
。
こ
れ
は
妨
害
行
為
に
荷
担
し
、
妨
害
行
為
者
の

行
為
と
同
視
し
う
る
行
為
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
審
原
告
は
、
一
審
被
告
県
及
び

一
審
被
告
知
事
に
対
し
て
、
本
件
1
①
土
地
の
所
有

権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
と
し
て
、
又
は
本
件
4
土
地

の
通
行
の
自
由
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
と
し
て
、
本

件
設
置
物
の
収
去
を
求
め
る
。

ま
た
、
一
審
被
告
県
及
び
一
審
被
告
知
事
は
、
一

審
被
告
改
良
区
と
の
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
一

審
原
告
に
対
し
、
賃
料
相
当
損
害
金
を
支
払
う
義
務

を
負
う
。
更
に
、
公
の
営
造
物
で
あ
る
県
道
の
一
部

で
あ
る
本
件
3
土
地
の
設
置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
一
審
被
告
県
及
び
一
審

被
告
知
事
は
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、

一
審
原
告
に
対
し
、
一
審
被
告
改
良
区
ら
と
同
様
の



賃
料
相
当
損
害
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

た
り
、
一
審
原
告
自
身
が
一
審
被
告
改
良
区
に
対
し

②
被
告
ら
の
主
張

て
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
妨
害
物
排
除
請
求
を
な
し

被
告
県
の
主
張

守
る
こ
と
、
ト
牛
3

b
ま
、

"

っ

･
話

①

被
告
県
は
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
前
記
一
④
の

と
お
り
、
適
切
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

②

公
道
の
通
行
は
、
道
路
が
供
用
さ
れ
て
い
る
反
射

的
利
益
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
道
路
に
違
法
な
設
置
物

が
あ
る
と
し
て
も
、
道
路
法
四
二
条
、
四
三
条
、
七

一
条
一
項
、
一
〇
〇
条
を
根
拠
と
し
て
、
被
告
県
に

対
し
、
こ
れ
を
自
ら
除
去
し
た
り
、
被
告
改
良
区
に

除
去
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
訴
求
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
同
様
に
、
こ
れ
に
関
す
る
損
害
金
の
支
払
を

求
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

③

ま
た
、
本
件
3
土
地
は
、
道
路
区
域
内
の
土
地
で

あ
る
が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
内
側
に
入
っ
た
未
舗

装
の
路
肩
で
あ
っ
て
、
通
行
の
用
に
供
し
て
い
な
い

部
分
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
本
件
設
置
物
が

あ
っ
て
も
、
道
路
の
構
造
や
交
通
に
著
し
い
支
障
が

生
じ
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
行
政
代
執
行
法
二

条
に
い
う

｢著
し
く
公
益
に
反
す
る
｣
と
の
要
件
も

欠
く
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

控
訴
審
に
お
け
る
当
事
者
双
方
の
補
充
主
張

の

一
審
被
告
県
の
責
任

ア

一審
原
告
の
主
張

原
判
決
は
、
一
審
被
告
県
の
責
任
を
論
ず
る
に
当

て
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
妨
害
物
排
除
請
求
を
な
し

得
る
こ
と
、
本
件
3
土
地
は
、
路
肩
で
あ
っ
て
、
通

常
は
走
行
す
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で

あ
る
か
ら
、
妨
害
物
が
置
か
れ
た
と
し
て
も
、
即
座

に
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
し
た
り
、
あ
る
い
は
著
し
く

公
益
に
反
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る

と
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
一
審
被
告
県
が
一
審
被
告

改
良
区
に
対
し
て
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧

告
を
な
す
に
と
ど
ま
り
、
本
件
設
置
物
を
撤
去
し
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
裁
量
権
を
逸
脱
し
て
違
法
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
審
原
告
自
身
が
一
審
被
告
改

良
区
に
対
し
て
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
妨
害
物
排
除

請
求
を
な
し
得
る
か
ら
と
い
っ
て
、
道
路
管
理
者
の

責
任
が
軽
減
さ
れ
た
り
、
免
除
さ
れ
る
理
由
に
は
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
利

用
者
が
何
ら
の
支
障
な
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

責
務
が
あ
り
、
そ
れ
を
妨
害
す
る
も
の
が
あ
る
場
合

に
、
通
行
の
妨
害
を
受
け
て
い
る
者
が
自
ら
裁
判
手

続
で
救
済
を
求
め
る
方
法
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ

れ
は
容
易
で
は
な
く
、
債
務
名
義
を
得
て
も
執
行
に

費
用
と
労
力
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
審
被
告

県
に
お
い
て
、
私
人
た
る
県
道
の
利
用
者
が
そ
こ
ま

で
の
手
段
を
と
ら
な
く
て
も
支
障
な
く
通
行
で
き
る

よ
う
に
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が

｢公
道

(県
道
)｣
の
公
道
た
る
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
3
土
地
は
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
道
路
の
路
肩
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、

そ
も
そ
も
道
路
が
狭
い
の
で
、
自
動
車
の
交
差
、
待

避
の
た
め
に
も
必
要
な
部
分
で
あ
る
。
従
前
、
本
件

一
土
地
が
、
駅
前
広
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

同
駅
の
廃
止
後
も
、
通
路
や
広
場
、
駐
車
場
と
し
て

住
民
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
て
、
本
件
3
土
地
は
、

そ
の
た
め
に
不
特
定
多
数
の
者
が
通
行
し
て
い
た
場

所
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
県
道
の
そ
の
余
の
部

分
と
区
別
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
件
4
土
地
は
、
本
件
1
①
土
地
か
ら
の
出
入
り
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
原
判
決
が
一
審
被
告
改

良
区
の
責
任
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
件
1
①

土
地
か
ら
県
道
へ
の
通
行
を
妨
害
す
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
そ
の
出
入
り
の
通
行
を
問
題
に
し
な
が
ら
、

他
方
で
、
一
審
被
告
県
の
責
任
を
論
じ
る
に
当
た
っ

て
は
、
道
路
の
路
線
と
し
て
の
走
行
だ
け
を
問
題
に

す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
有
地
か
ら

県
道
へ
の
出
入
り
は
、
県
道
の
管
理
者
と
し
て
、
当

然
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
｢
一
審
被
告
県
が
、
道
路
の
通
行
を
妨
害

し
て
い
る
一
審
被
告
改
良
区
に
対
し
、
文
書
や
口
頭

で
の
撤
去
勧
告
を
繰
り
返
し
て
も
何
ら
功
を
奏
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。



イ

ー審
被
告
県
の
主
張

一
審
原
告
は
、
本
件
3
土
地
は
道
路
の
路
肩
と
は

い
え
な
い
旨
主
張
す
る
が
、
そ
も
そ
も
路
肩
と
は
、

車
道
に
接
適
し
て
設
け
ら
れ
る
帯
状
の
道
路
の
部
分

を
い
い
、
道
路
上
に
設
け
ら
れ
た
外
側
線
の
外
側
部

分
で
あ
っ
て
、
本
件
3
土
地
は
路
肩
に
当
た
る
。
他

方
、
専
ら
車
両
の
通
行
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
道
路
の
部
分
は
車
道
で
あ
っ
て
、
本
件
3
土

地
の
よ
う
に
外
側
線

(更
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
延
長

線
)
の
外
側
で
未
舗
装
の
路
肩
部
分
を
一
審
被
告
改

良
区
が
占
有
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
一
般
の

道
路
交
通
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
は
い
い

難
く
、
行
政
代
執
行
の
要
件
で
あ
る

｢著
し
く
公
益

に
反
す
る
｣
(行
政
代
執
行
法
二
条
)
と
い
え
る
か

ど
う
か
も
即
断
で
き
な
い
。

一
審
被
告
県
は
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
本
件
訴

訟
提
起
前
の
平
成
一
四
年

一
月
及
び
同
年
三
月
に
、

一
審
被
告
改
良
区
に
対
し
、
文
書
で
、
道
路
を
原
型

復
旧
す
る
よ
う
勧
告
し
た
ほ
か
、
口
頭
で
も
同
様
の

指
導
を
行
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
指

導
勧
告
中
の
同
年
五
月
、
一
審
原
告
よ
り
本
件
訴
訟

が
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
審
被
告

県
と
し
て
は
、
本
件
3
土
地
が
国
有
地
で
あ
る
と
の

一
審
原
告
の
主
張
は
正
し
い
と
支
持
す
る
も
の
の
、

本
来
、
妨
害
排
除
や
損
害
賠
償
の
相
手
方
は
、
妨
害

物
の
所
有
者
で
あ
り
妨
害
行
為
を
行
っ
て
い
る
一
審

被
告
改
良
区
で
あ
る
。
道
路
管
理
者
と
し
て
の
一
審

被
告
県
は
、
私
人
で
は
な
く
、
公
益
の
た
め
の
管
理

者
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
道
路
交
通
へ
の
影
響
の
程

度
等
に
照
ら
し
、
文
書
等
に
よ
る
勧
告
指
導

公
。計

四
回
)
以
上
の
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、そ
の
こ
と
を
も
っ
て
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、

妨
害
排
除
義
務
や
損
害
賠
償
義
務
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
。

一
審
原
告
は
、
私
有
地
か
ら
県
道
へ
の
出
入
り
に

つ
い
て
も
一
審
被
告
県
が
県
道
の
管
理
者
と
し
て
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
う
旨
主
張
す
る

が
、
一
般
に
私
人
が
公
道
を
通
行
で
き
る
の
は
、
道

路
が
供
用
さ
れ
て
い
る
反
射
的
利
益
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
道
路
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
各
私
有

地
と
接
し
て
い
る
が
、
道
路
管
理
者
に
、
そ
の
す
べ

て
の
私
有
地
か
ら
県
道
へ
の
出
入
り
を
確
保
す
る
よ

う
管
理
す
る
義
務
ま
で
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

三

葦
な
争
点
に
対
す
る

高
松
高
篝
裁
判
所
の
判
断

主

文
一
審
原
告
の
一
審
被
告
徳
島
県
に
対
す
る
控
訴
を
棄

却
す
る
。

一

裁
判
所
の
判
断

当
裁
判
所
は
、
一
審
被
告
県
に
対
す
る
①
本
件
設

置
物
の
収
去
請
求
及
び
④
賃
料
相
当
損
害
金
及
び
本

件
設
置
物
の
収
去
済
み
ま
で
賃
料
相
当
損
害
金
の
支

払
い
を
求
め
る
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
と
判

断
す
る
。

一一

原
判
決
の
補
正

の

一審
被
告
改
良
区
の
責
任

ア

一
審
被
告
改
良
区
は
、
仮
に
本
件
3
土
地
が
国
有

で
あ
る
と
し
て
も
、
一
審
被
告
改
良
区
が
、
本
件
三

土
地
に
つ
い
て
占
有
、
使
用
及
び
管
理
の
権
限
を
有

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
現
に
長
年
に
わ
た

り
用
水
路
の
敷
地
と
し
て
管
理
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
一
審
被
告
改
良
区
が
本
件
3
土
地
を
少
な
く

と
も
水
路
の
維
持

･
管
理
の
目
的
で
占
有
、
使
用
又

は
管
理
す
る
こ
と
は
、
一
審
原
告
に
対
す
る
関
係
で

権
利
侵
害
を
構
成
す
る
と
は
い
え
な
い
旨
主
張
す

る
。し

か
し
な
が
ら
、
一
審
被
告
改
良
区
が
本
件
3
土

地
を
本
件
用
水
路
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
管
理
し

て
き
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
水
路
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
限
り
で
管
理
権
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、

本
件
3
土
地
全
体
に
つ
い
て
排
他
的
支
配
権
を
有
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
し
て
、

本
件
の
よ
う
に
、
用
水
路
が
既
に
暗
渠
に
な
っ
て
い

る
場
合
に
、
暗
渠
水
路
の
管
理
権
と
し
て
、
地
上
の

県
道
部
分
に
本
件
設
置
物
の
よ
う
な
物
件
を
設
置
し
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た
り
、
た
い
積
す
る
権
限
ま
で
有
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
審
被
告
改
良
区
の
上
記
主
張
は

採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

一審
被
告
県
の
責
任

ア

一
審
原
告
は
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
利
用
者

が
何
ら
の
支
障
な
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
責
務

が
あ
り
、
そ
れ
を
妨
害
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
、

通
行
の
妨
害
を
受
け
て
い
る
者
が
自
ら
裁
判
手
続
で

救
済
を
求
め
る
方
法
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は

容
易
で
は
な
く
、
債
務
名
義
を
得
て
も
執
行
に
費
用

と
労
力
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
審
被
告
県
に

お
い
て
、
私
人
た
る
県
道
の
利
用
者
が
そ
こ
ま
で
の

手
段
を
と
ら
な
く
て
も
支
障
な
く
通
行
で
き
る
よ
う

に
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
法
の
規
定
上
、
県
道
に
本

件
設
置
物
が
置
か
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
審
被
告

県
が
真
ち
に
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負

う
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
本
件
に
お

い
て
、
一
審
被
告
改
良
区
に
よ
る
通
行
の
妨
害
に
つ

き
、
裁
判
手
続
で
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
容
易
で
な

く
、
債
務
名
義
を
得
て
も
執
行
に
費
用
と
労
力
を
要

す
る
と
し
て
も
、
一
審
被
告
県
が
本
件
設
置
物
を
撤

去
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
裁
量
権
を
逸
脱

し
て
違
法
で
あ
る
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

イ

ま
た
、
一
審
原
告
は
、
私
有
地
か
ら
県
道
へ
の
出

入
り
は
、
県
道
の
管
理
者
と
し
て
、
当
然
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
一
審
被
告
県
が
、
道

路
の
通
行
を
妨
害
し
て
い
る
一
審
被
告
改
良
区
に
対

し
、
文
書
や
口
頭
で
の
撤
去
勧
告
を
繰
り
返
し
て
も

何
ら
功
を
奏
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
責

務
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
旨
主

張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
路
肩
と
は
、
車
道
に
接
続
し
て

設
け
ら
れ
る
帯
状
の
道
路
部
分
を
い
う
と
こ
ろ
、
本

件
3
土
地
は
、
外
側
線

(更
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
延

長
線
)
の
外
側
の
帯
状
の
未
舗
装
の
部
分
で
あ
り
、

路
肩
に
当
た
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
か
か
る

未
舗
装
の
路
肩
部
分
を
一審
被
告
改
良
区
が
占
有
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
一
般
の
道
路
交
通
に
著

し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
行
政

代
執
行
法
二
条
に
い
う

｢著
し
く
公
益
に
反
す
る
｣

と
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
か
も
疑
問
が
あ
る
。
加

え
て
、
道
路
管
理
者
に
そ
の
す
べ
て
の
私
有
地
と
県

道
と
の
出
入
り
を
確
保
す
る
よ
う
管
理
す
る
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
原
判
決

｢事
実
及
び
理
由
｣
の
と

お
り
、
一
審
被
告
県
が
、
一
審
被
告
改
良
区
に
対
し

て
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧
告
を
な
す
に
と

ど
ま
り
、
本
件
設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
裁
量
権
を
逸
脱
し
て
違
法
で
あ
る
と
ま
で

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

四

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
当
裁
判
所
の
判
断
の
結
論
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

一
審
被
告
県
に
対
す
る
本
件
設
置
物
の
収
去
及
び
賃
料

相
当
損
害
金
及
び
本
件
設
置
物
の
収
去
済
み
ま
で
賃
料
相

当
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
る
請
求
は
、
い
ず
れ
も
理
由

が
な
い
か
ら
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。
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参
考原

判
決

｢事
実
及
び
理
由
｣
中
、
被
告
県
の
責
任

ア

原
告
は
、
被
告
改
良
区
が
道
路
で
あ
る
本
件
3
土

地
に
本
件
設
置
物
を
た
い
積
さ
せ
て
道
路
法
四
三
条

に
違
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
県
は
、
道

路
管
理
者
と
し
て
速
や
か
に
本
件
設
置
物
を
撤
去
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
原
告
自
身
が

被
告
改
良
区
に
対
し
て
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
妨
害

物
排
除
請
求
を
な
し
得
る
こ
と
、
本
件
3
土
地
は
、

路
肩
で
あ
っ
て
、
通
常
は
走
行
す
る
こ
と
を
予
定
さ

れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
か
ら

(道
路
構
造
令
二
条

一
〇
号
、
道
路
交
通
法
七
五
条
の
三
参
昭
巴
、
妨
害

物
が
置
か
れ
た
と
し
て
も
、
即
座
に
交
通
に
支
障
を

及
ぼ
し
た
り
、
あ
る
い
は
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と

ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
道
路
管
理
者



で
あ
る
被
告
県
が
、
被
告
改
良
区
に
対
し
て
文
書
及

び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧
告
を
な
す
に
と
ど
ま
り
、

本
件
設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
裁
量

権
を
逸
脱
し
て
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。

イ

ま
た
、
原
告
は
、
公
の
営
造
物
で
あ
る
県
道
の
設

置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
の
で
国
家
賠
償
法
上
の
損

害
賠
償
義
務
を
負
う
と
主
張
す
る
の
で
、
こ
の
点
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
た
め
、
他
人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、

こ
れ
に
対
し
賠
償
の
義
務
を
負
う
が

(国
家
賠
償
法

二
条
)、
同
法
二
条

一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置
又

は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ど
う
か

は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及

び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体

的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
と
こ
ろ
、
前
述
の
よ
う
に

本
件
3
土
地
が
路
肩
で
あ
り
、
通
常
は
走
行
す
る
こ

と
を
予
定
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み

る
と
、
道
路
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し
て
瑕
疵
が
あ

っ
た
と
は
い
え
な
い
。

路州　　　　
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鯛
濃
幽
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

　　　　　

　　　　　　　　
、弍̂
＼
′

　

　
　　　
　　

　　

　　

,
茨
城
版
シ
ー
ニ
ッ
ク

e
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
第

一
歩
,

◆
は
じ
め
に

全
国
的
に
も
、
道
の
持
つ
景
観
や

自
然
、
歴
史
、
文
化
を
大
切
に
し
、

魅
力
の
あ
る
観
光
地
域
作
り
め
ざ
す

シ
ー
ニ
ッ
ク

･
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
茨
城
版
シ
ー
ニ
ッ

ク
･
バ
イ
ウ
ェ
イ
推
進
の
第
一
歩
と

し
て
取
り
組
ん
だ

｢筑
波
山
ベ
ス
ト

ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
｣
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た

筑
波
山

筑
波
山

(標
高
八
七
七
m
)
は
、

平
成
一
七
年
八
月
二
四
日
に
東
京

･

秋
葉
原
と
本
県
つ
く
ば
市
を
四
五
分

で
結
ぶ
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
(写

茨
城
県
塞
泉
事
務
所

海
老
原

徹

真
1
)
が
開
業
し
た
の
を
契
機
と
し

て
、
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
、
本

県
の
ホ
ッ
ト
な
観
光
地
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
話
題
の
ス
ポ
ッ

ト
で
す
(図
1
)
。
玄
関
口
で
あ
る

つ
く
ば
駅
か
ら
の
公
共
交
通
手
段
も

充
実
が
図
ら
れ
、
休
日
に
は
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
連
行
さ
れ
る
な
ど
観
光
に

は
非
常
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

男
体
山
、
女
体
山
の
二
峰
を
持
つ
独

立
峰
で
、
県
内
で
も
、
見
る
場
所
ご

と
に
異
な
る
姿
を
現
し
私
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
の

美
し
い
姿
は
、
広
が
り
を
も
つ
関
東

平
野
各
地
か
ら
も
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

山
肌
の
色
が
朝
は
藍
、
昼
は
緑
、

夕
は
紫
と
、
一
日
に
幾
度
も
表
情
を

変
え
る
こ
と
か
ら

"紫
蜂
“
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
の
シ
ン
ボ
ル
、
神
の

住
む
山
と
し
て
、
古
く
か
ら
多
く
の

人
々
に
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
信
仰
さ

れ
、
｢西
の
富
士
、
東
の
筑
波
｣
と

並
び
称
さ
れ
て
き
た
そ
の
優
美
な
姿

は
、
多
く
の
歌
人
を
魅
了
し
、
｢万

葉
集
｣
や

｢小
倉
百
人
一
首
｣
な
ど

に
数
多
く
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

写真 1 平成 1 7 年 8 月 2 4 日
に開業したつ “#エクス

1
･
L
v

成
業
ス

"
関
し

に
プ

図 1 位置図

＼ ＼ゞ
ば駅 "

山
内
は
長
い
間
神
域
と
し
て
保
護
さ

れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
学
術
的
に
も

珍
し
い
植
物
、
昆
虫
、
野
鳥
も
数
多

く
、
関
東
平
野
に
残
る
貴
重
な

"自

然
の
宝
庫
“
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

T首行ヤ ?nnハく べく

◆
シ
ー
ニ
ッ
ク
･
バ
イ
ウ
ェ
イ
と

筑
波
山
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

本
誌
ご
愛
読
の
皆
様
は
ご
存
じ
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
｢
シ
ー
ニ
ッ

ク

･
バ
イ
ウ
ェ
イ
｣
と
は
、
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
風
景
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
｢訪
れ
る
人
｣
と

｢迎
え

る
地
域
｣
の
豊
か
な
交
流
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し

た
、
美
し
い
道
路
空
間
づ
く
り
の
た

西から東から



　　　　　　　　　 　　･ 朧癩山べれトヒヱ泌コンテスト
とびっきり築しい鯨穀山が鰓められる｢場所｣と『みちj

　　　　　　　　　　　　　　　瀦餓覇國学濱"弱年;月IQBeg -a月脇目{日)
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　

の応募写真を
掲載したボス

　
　　　

{
′

図
一　

　　

　
　

ト

･
総

　　2 3 日に行われた筑波山ベストビューコン

表彰式 (筑波山美しいまち ･みちづくり
ナーシップ代表者会議設立総会とともに

月
ト
ト
)

4
ス

ー

催

テ
パ
開

め
に
、
住
民
、
利
用
者
･
N
p
o
･

･濃

、圓

寂

行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
運
動
で
す
。

一
九
八
九
年
に
ア
メ
リ
カ
で
生
ま

れ
、
日
本
で
も
三
年
前
か
ら
北
海
道

で
導
入
さ
れ
、
地
域
振
興
や
観
光
振

興
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
述
の
よ
う
に
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
が
開
業
し
た
の
を
契
機
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
筑
波
山
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
本
県
で
は
、
本
山
を
対
象
と
し

た
茨
城
版
シ
ー
ニ
ッ
ク

･
バ
イ
ウ
ェ

イ
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
ず
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
地
域
の

方
々
に
筑
波
山
の
眺
め
の
良
さ
、
景

観
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
、
筑
波
山
を
眺
め
ら
れ
る

お
気
に
入
り
の
｢場
所
｣
と
｢み
ち
｣

を
募
集
す
る

｢筑
波
山
ベ
ス
ト
ビ
ュ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
筑
波
山
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
募
し
、
昨
年
三

月
一
五

日
か
ら
=
一月
二
五
日
の
募
集
期
間

に
、
五
六
三
件
、
二
九
九
名
か
ら
、

お
気
に
入
り
の
｢場
所
｣
と

｢み
ち
｣

の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
応
募
作
品
を
対
象
に
一
月
一

〇
日
か
ら
二
月
五
日
に
実
施
し
た
一

般
投
票
で
は
一
、
ニ
ニ
人
件
も
の
投

票
を
い
た
だ
き
(図
2
)
、
そ
の
結

果
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
｢筑
波
山

ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委

員
会
｣
(委
員
長

･
石
田
東
生
筑
波

大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研

究
科
教
授
)
に
お
い
て
、
ベ
ス
ト
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
八
箇
所
、
ベ
ス
ト
ビ

ュ
ー
ル
ー
ト
七
路
線
、
委
員
特
別
賞

3
箇
所
を
選
定
し
ま
し
た
(写
真
2

はこじま
写真 3 ベストビューポイント 母子島遊水池

(筑西市)

は
表
彰
式
の
模
様
で
す
)。

6

こ
の
う
ち
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
た

2

場
肱

と

双
ち
｣
は
次
の
と
ぉ

律

り
で
す
。

苗

○
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

柘



は
こ
じ
ま
母
子
島
遊
水
池

(筑
西
市
)
(写
真
3
)

○
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ル
ー
ト

つ
く
ば
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

(
つ
く
ば
市
、
桜
川
市
、
土
浦

市
)
(写
真
4
)

な
お
、
｢
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
｣
｢
ベ
ス
ト
ビ
ユ
ー
ル

ー
ト
｣
最
終
選
定
結
果
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

一
度
ご
覧
下
さ
い

(
け
【]
□
…~ミ
N
]
●
･｣
○
◇
‐"~
い
い
--
の
＼℃
ー

　　
　
　
　
　
　

写真4 ベストビュールート つくばりんりんロード
(つくば市、桜川市、土浦市)

◆
筑
波
山
周
辺
地
域
に
お
け
る

今
後
の
取
組
み

｢筑
波
山
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
｣
の
実
施
結
果
や
、
国
土
交
通

省
の

｢日
本
風
景
街
道

(シ
!
ニ
ッ

ク

･
バ
イ
ウ
ェ
イ
)
｣
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
受
け
て
、
本
県
で
は
、
筑
波
山

へ
の
眺
望
を
テ
ー
マ
に
、
筑
波
山
周

辺
地
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の

方
々
と
協
働
で
、
シ
ー
ニ
ッ
ク

･
バ

イ
ウ
ェ
イ
の
取
組
み
を
開
始
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
に
あ
た
り
、
活
動
の

母
体
と
な
る

｢筑
波
山

美
し
い
ま

ち

･
み
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
代
表
者
会
議
｣
(表
1
)
を
去
る

四
月
二
三
日
に
設
立
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
｢日
本
風
景
街
道
｣
モ
デ
ル

ル
ー
ト
へ
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
る
四
〇
の
活
動
団
体
の
方
々
を
中

心
に
、
本
年
度
か
ら
、
筑
波
山
周
辺

の
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
美

し
い
ま
ち
･
み
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

I ｢筑波山美しいまち ･みちづくりパートナーシップ代表者会議｣ の概要

;筑波山周辺 7市域 (つくば市、筑西市、石岡市、桜川市、下妻市、土浦市、かす

目的 : ｢筑波山及び周辺地域における良好な景観を守り、育てる｣ ため、地域住民等が主体
となって、相互に連携、協働しながら、地域の豊かな歴史、文化等の資源を有効に活用した

美しいまちづくり、みちづくり活動を継続的に実践することによって、地域の活性化に寄与

･メンバー :活動団体(現在4 0団体)、企業、道路管理者 等
･テーマ :筑波山を思うみんなの手でつくる美しい ｢まち｣ ｢さと｣ ｢みち｣

◆
最
後
に

四
季
折
々
の
自
然
を
愛
で
な
が

ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
も
よ
し
、
ド
ラ
イ

ブ
す
る
の
も
よ
し
、
筑
波
山
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

是
非
本
県
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、

｢
ベ
ス
ト
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
｣
と

｢
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ル
ー
ト
｣
か
ら
の

筑
波
山
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
真
の
変
遷

艦れ鬱◎嶬鱗

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
広
島
県
の
上

田
と
申
し
ま
す
。
一
昨
年
の
四
月
に

東
京
事
務
所
勤
務
と
な
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
二
年
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
伝
統
あ

る
と
ん
び
会
の
会
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
戦
後
六
〇
周
年
で

東
映
か
ら

｢男
た
ち
の
大
和
｣
が
放

映
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
空
前
の
大

和
ブ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
大
和
が

建
造
さ
れ
た
私
の
ふ
る
さ
と
呉
市
で

は
、
昨
年
四
月
に

｢大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
｣
が
オ
ー
プ
ン
し
、

一
年
間
に

一
七
〇
万
人
以
上
も
の
入
場
者
を
記

録
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
軍

港
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た

｢呉
｣

の
歴
史
に
つ
い
て
、
呉
市
の
交
通
の

広
島
県
東
京
事
務
所

上
田

隆
博

発
展
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
海
軍
鎮
守
府
の
開
庁

呉
は
、
古
く
は
主
と
し
て
漁
業
と

木
綿
栽
培
か
ら
派
生
し
た
製
網
業
な

ど
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

そ
れ
が
、
全
国
一
の
軍
港
と
し
て
本

格
的
に
発
展
し
て
い
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、
明
治
二
二
年
の
海
軍

鎮
守
府
の
開
庁
で
あ
っ
た
。

明
治
に
入
っ
て
日
本
は
、
富
国
強

兵
策
の
一
環
と
し
て
軍
港
整
備
の
推

進
に
あ
た
り
、
東
海
及
び
西
海
鎮
守

府
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
明
治
九
年
に
は
東
海
鎮
守
府
が

横
浜
に
仮
設
置
さ
れ
た
が
、
西
海
鎮

守
府
に
つ
い
て
は
設
置
場
所
が
決
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
明

治
一
六
年
に
肝
付
兼
行
少
佐
一
行
に

よ
り
鎮
守
府
候
補
地
の
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
適
当
な
広
さ
と
深
さ
の
湾

内
や
敵
艦
隊
の
進
入
を
防
ぐ
こ
と
が

可
能
な
三
つ
の
瀬
戸
、
さ
ら
に
背
後

か
ら
の
攻
撃
を
防
御
す
る
の
に
適
し

/
//

/′　
　　

　

　

　

弱
者な

鎮

　
　
　　
　　
　
　

　　
　

　

た
丘
陵
な
地
形
を
有
す
る
な
ど
、
呉

が
軍
港
と
し
て
良
港
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
、
鎮
守
府
の
設
置
が
決
定
さ
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎮
守
府
の
開
庁

ま
で
の
呉
市
域
へ
の
四
方
か
ら
の
幹

線
道
路
は
、
現
在
で
も
存
在
す
る
石

畳
の
道
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
決
し

て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

◆
軍
港
と
し
て
の
発
展

呉
は
鎮
守
府
が
開
庁
さ
れ
て
以

降
、
日
清
、
日
露
、
第
一
次
世
界
大郷原に残る石畳の道
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建造中の ｢大和｣

　　" をきれき

戦
で
日
本
が
勝
利
す
る
と
も
に
、
急

速
に
近
代
化
し
て
い
っ
た
。
特
に
、

呉
海
軍
工
廠
に
お
い
て
は
、
巡
洋
艦

｢筑
波
｣
、
戦
艦

｢安
芸
｣
、
巡
洋
艦

｢伊
吹
｣
、
戦
艦

｢扶
桑
｣
、
戦
艦

｢長
門
｣
な
ど
新
た
な
艦
船
を
次
々

と
建
造
し
て
い
き
、
横
須
賀
工
廠
を

抜
い
て
日
本
一
の
海
軍
工
廠
と
し
て

発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和

六
年
に
起
こ
っ
た
満
州
事
変
と
同
年

に
行
わ
れ
た
金
融
緩
和
と
財
政
拡
大

に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は
好
景
気
の

道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
、
呉
に
お
い

て
は
満
州
事
変
と
と
も
に
工
員
の
採

用
が
続
い
た
こ
と
か
ら

｢景
気
は
呉

工
廠
か
ら
｣
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
好
景
気
が
続
く
中
、
昭
和
一

二
年
七
月
七
日
に
呉
工
廠
に
お
い

て
、
あ
の

｢大
和
｣
が
起
工
さ
れ
、

昭
和
一
六
年
三
一月
八
日
に
日
本
は

太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
呉
市
は
合
併
が
進
む

と
と
も
に
転
出
転
入
者
が
激
し
く
、

昭
和
一
八
年
当
時
の
人
口
は
約
四
〇

万
人
を
超
え
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
呉
市
の
当
時
の
繁
栄

が
伺
え
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
呉

の
発
展
と
と
も
に
周
辺
の
交
通
網
が

次
々
と
開
通
し
た
。
明
治
三
六
年
に

は
念
願
の
呉
~
広
島
間
の
鉄
道
が
竣

工
さ
れ
、
呉
市
の
発
展
の
一
役
を
担

っ
た
。
さ
ら
に
道
路
に
お
い
て
は
昭

和
三
年
に
北
部
へ
通
じ
る
焼
山
道
、

昭
和
=
年
に
東
部
へ
通
じ
る
呉
~

広
道
路
、
昭
和
一
五
年
に
は
呉
~
広

島
間
の
国
道
三
二
号
が
次
々
と
全
線

共
用
さ
れ
た
。

◆
終
戦
後
の
呉
市

昭
和
二
〇
年
三
月
に
呉
と
そ
の
周

辺
海
域
へ
の
機
雷
敷
設
作
戦
が
行
わ

れ
、
そ
の
影
響
に
よ
り
呉
市
街
は
焼

け
野
原
と
な
り
、
海
軍
工
廠
は
事
実

上
生
産
が
ス
ト
ッ
プ
し
呉
市
は
軍
港

と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
。そ
の
際
、

｢大
和
｣
は
三
田
尻
沖
に
仮
泊
し
影

響
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
月
五

日
に
沖
縄
特
攻
突
入
作
戦
命
令
を
受

け
、
翌
四
月
六
日
に
徳
山
沖
か
ら
沖

縄
に
向
け
出
撃
し
、
そ
の
最
後
を
遂

げ
た
。

終
戦
後
、
海
軍
と
と
も
に
発
展
し

て
き
た
呉
市
は
、
平
和
的
な
港
湾
産

業
都
市
へ
と
転
換
を
進
め
た
。特
に
、

朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
殊
需
要
は
、
不

況
に
あ
え
い
で
い
た
軍
港
と
と
も
に

発
展
し
て
き
た
地
元
産
業
へ
の
妙
薬

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
旧
軍
港
施
設
へ
の
企
業
誘
致
に

も
よ
う
や
く
軌
道
に
の
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。昭
和
二
〇
年
代
後
半
に
は
、

生
産
県
へ
の
道
を
歩
む
広
島
県
の
中

核
的
工
業
地
帯
と
な
っ
た
。
そ
の
後

は
景
気
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
海

軍
工
廠
時
代
に
得
た
も
の
づ
く
り
技

術
が
産
業
基
盤
を
支
え
、
呉
市
の
発

展
を
担
っ
て
き
た
。

呉越堀切工事

開業当時の呉

空襲を受けた後の呉工廠

　　　

　　　

　
　　　

　　　

　
　
　　
　

　　
　
　

　

　　

　
　

　　　

　
　

　　　

　

とき
ゞ

　
　
ん
で
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一
方
、
終
戦
後
の
交
通
網
に
つ
い

て
は
、
昭
和
二
二
年
、
戦
時
中
に
工

事
が
中
断
さ
れ
て
い
た
国
道
三
二
号

魚
見
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
、
さ
ら
に

昭
和
三
六
年
に
は
日
本
道
路
公
団
施

工
で
音
戸
大
橋
が
開
通
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
呉
市
内
か
ら
の
東
西
南
北

へ
の
幹
線
道
路
が
ほ
ぼ
概
成
し
た
。

◆
周
辺
町
と
の
合
併
と

道
路
網
の
整
備

こ
う
し
て
瀬
戸
内
海
有
数
の
臨
海

工
業
地
帯
と
し
て
発
展
し
て
き
た
呉

市
は
、
平
成
一
四
年
に
は
全
国
で
五

二
番
目
に
市
制
施
行
一
〇
〇
周
年
を

迎
え
る
と
と
も
に
、
市
町
村
合
併
に

も
積
極
的
に
取
組
み
、
平
成
一
五
年

四
月
に
は
下
蒲
刈
町
、
平
成
一
六
年

音戸大橋開通式

四
月
に
は
川
尻
町
、
平
成
一
七
年
三

月
に
は
音
戸
町
、
倉
橋
町
、
蒲
刈
町
、

安
浦
町
、
豊
浜
町
、
豊
町
と
合
併
し
、

人
口
も
二
五
万
人
と
な
り
、
産
業
の

み
な
ら
ず
歴
史
や
瀬
戸
内
の
島
々
な

ど
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
特
色
あ

る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
周
辺

道
路
に
つ
い
て
も
、
呉
市
の
発
展
と

と
も
に
改
築
が
行
わ
れ
、
平
成
八
年

に
は
国
道
三
一
号
バ
イ
パ
ス
広
島
呉

道
路
が
開
通
、
平
成
三
一年
に
は
安

芸
灘
諸
島
へ
の
玄
関
口
と
な
る
安
芸

灘
大
橋
が
開
通
、
平
成
一
四
年
に
は

戦
時
以
来
中
断
さ
れ
て
い
た
国
道
一

人
五
号
バ
イ
パ
ス
休
山
新
道
が
開
通

し
た
。

ま
た
、
現
在
、
山
陽
自
動
車
道
へ

の
高
速
ア
ク
セ
ス
と
し
て
東
広
島

･

呉
自
動
車
道
、
音
戸
大
橋
の
渋
滞
対

策
と
し
て
国
道
四
八
七
号
警
固
屋
音

戸
バ
イ
パ
ス
、
安
芸
灘
諸
島
へ
の
連

絡
と
し
て
豊
島
大
橋

(仮
称
)
が
新

た
に
建
設
中
で
あ
る
。

◆
最
後
に

戦
前
、
呉
市
は
こ
う
し
て
軍
港
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
海
軍
工

廠
が
な
け
れ
ば
呉
市
が
こ
ん
な
姿
で

あ
っ
た
か
と
い
う
と
お
そ
ら
く
違
っ

た
呉
市
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い

と
思
う
。
当
然
、
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
に
つ
い
て
も
違

っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
戦
後
、
海
軍
工
廠
を
失
っ
た

呉
市
の
地
元
産
業
が
、
他
の
都
市
に

比
べ
急
速
に
発
展
で
き
た
の
は
、
海

軍
工
廠
時
代
か
ら
の
も
の
づ
く
り
技

術
と
人
材
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、
こ

う
し
た
戦
前
に
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら

れ
た
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
、
ま
た

｢戦
艦

大
和
｣
が
ブ
ー
ム
に

′蟻圓

な
っ
て
い
る
o

“
れ

(解
職
＼

　
　
　

は
戦
争
を
回
顧
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、

‘

　
　　
　

見
失
い
が
ち
な
現
代

ん
“

皺
も

社
会
に
お
い
て
、
見

た
こ
と
も
な
い

｢戦

　
　

　
　

　

　

　　

に
あ
こ
が
れ
て
い
る

呉市周辺地図
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の
で
は
な
い
か
。
戦
前
、
海
軍
工
廠

と
い
う
場
所
で
日
本
一
の
艦
船
を
造

る
夢
の
た
め
に
、
呉
で
は
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ

っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
呉
市
の
夢
は
戦

前
と
は
当
然
異
な
る
が
、
新
た
な
夢

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
時
代
に
見

合
っ
た
イ
ン
フ
ラ
が
絶
対
に
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
、
｢大
和
｣
と
同
じ
よ
う
に
、

何
十
年
も
先
で
後
世
の
人
か
ら
あ
こ

が
れ
ら
れ
る
よ
う
な
夢
を
築
き
上
げ

て
行
く
た
め
に
!
!
o



中
心
繭
衞
地
再
離
に
鬮
げ
た
公
共
空
鬮
を

汕
爛
し
た
賑
わ
い
創
曲
実
験

j
賑
わ
い
と
活
気
あ
ふ
れ
る
都
心
の
再
生
を
目
指
し
て
;

(元姫路市中心市欺
鱗
廟
麗
課
鱗

鱗
鑽

岡
本

-

=
は
じ
め
に

姫
路
市
で
は
、
平
成
一
七
年
八
月
二
〇
日

(土
)
か
ら

三

月
二
三
日

(祝

･
勤
労
感
謝
の
日
)
ま
で
の
三
ヵ
月

間
に
わ
た
る
毎
週
土
日
及
び
祝
日
と
一
一
月
四
日

(金
)

の
三
四
日
間
に
、
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
あ
る
大
手

前
通
り
と
そ
の
周
辺
の
商
店
街
に
お
い
て
、
中
心
市
街
地

再
生
に
向
け
た
公
共
空
間
を
活
用
し
た
賑
わ
い
創
出
実
験

と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
世
界
文
化
遺
産

･
国
宝
姫

路
城
に
因
ん
で

｢
カ
フ
ェ
･
キ
ャ
ッ
ス
ル
｣
と
い
う
名
称

で
開
催
し
た

(図
1
)。

大
手
前
通
り

(写
真
1
)
は
、
姫
路
城
を
望
む
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
昭
和
六
一
年
に
は

｢日
本
の
道

一
〇
〇
選
｣
に
も
選
ば
れ
、
幅
員
五
0
m
で
、
延
長
は
八

0
o
m
余
り
、
戦
後
復
興
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
、
昭

艫
繊導
き選
ん

漂淺緑きき嫌な
礬
な
、

臘
泳
ぎ鱗総
*
…

簔圏略瀰

≧

※

ハ
球

ゞ

　20セ行道

写真 l 大手前通りから望む
世界文化遺産 ･姫路城
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和
三
〇
年
二
月
に
開
通
し
、
昨
年
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
に
広
が
る
商
店
街
は
、
約
六
0
0
店

舗
か
ら
な
り
全
国
有
数
の
規
模
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
、
大
手
前
通
り
は

｢洋
風
テ
ラ
ス
｣
(写
真
2
)、
商
店
街
は

｢和
風
テ
ラ
ス
｣

(写
真
3
)
と
し
て
位
置
付
け
、
全
て
無
料
で
誰
も
が
利

用
で
き
る
お
休
み
処
と
し
た
。

な
お
、
本
市
に
お
い
て
は
、
道
を
活
用
し
た
短
期
的
な

イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る

が
、
こ
の
度
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
は
、
国
土
交
通
省
の

平
成
一
七
年
度
社
会
実
験
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
枠
組
み
の
中
に
お
い
て
継
続
的
･
反
復
的
に
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二

実
施
に
罷
る
経
緯

1

背
景

姫
路
市
の
中
心
市
街
地
は
、
J
R
山
陽
本
線
姫
路
駅
か

ら
姫
路
城
ま
で
を
一
直
線
に
結
ぶ
大
手
前
通
り
を
中
心
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
特
色
で
あ
る
が
、
景
気
の

低
迷
や
郊
外
型
大
型
店
舗
の
立
地
等
に
よ
り
、
近
年
そ
の

通
行
量
が
減
少
す
る
等
停
滞
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
姫
路
市
で
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
、
平
成
一
七
年
二
月

に
策
定
さ
れ
た

｢姫
路
市
地
域
経
済
再
生
プ
ラ
ン
｣
に
基

づ
き
、
官
民
一
体
と
な
り
、
そ
の
主
要
な
取
組
み
の
一
つ

で
あ
る
賑
わ
い
と
活
気
あ
ふ
れ
る
都
心
の
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
国
の
地

域
再
生
制
度
を
活
用
し
た
姫
路
市
の
地
域
再
生
計
画
と
し

て
、
平
成
一
六
年
六
月
に
第
一
次
認
定
を
受
け
た
地
域
再

生
計
画

｢世
界
文
化
遺
産
姫
路
城
等
歴
史
･文
化
的
資
源

を
活
用
し
た
国
際
観
光
都
市
づ
く
り
｣
に
引
き
続
き
、
平

成
一
七
年
三
月
に
は

｢賑
わ
い
と
活
気
あ
ふ
れ
る
中
心
市

街
地
再
生
計
画
｣
が
第
三
次
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で

は
、
中
心
市
街
地
の
人
の
往
来
や
消
費
を
増
大
さ
せ
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
道
路
占
用

許
可
弾
力
化
等
の
支
援
措
置
を
積
極
的
に
活
用
し
、
姫
路

城
及
び
周
辺
地
域
、
大
手
前
通
り
等
の
有
利
な
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
積
極
的
に
実
施
し
、
非

日
常
的
か
つ
魅
力
的
な
舞
台
を
演
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

2

実
施
組
織
立
ち
上
げ
に
至
る
調
整
経
緯

こ
う
し
た
取
組
み
と
並
行
し
て
、
平
成
一
六
年
三

月

七
日

(日
)
に
は
、
民
間
の
団
体
で
あ
る

｢大
手
前
通
り

街
づ
く
り
協
議
会
｣
が
主
催
す
る
一
日
限
り
の
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
が
大
手
前
通
り
の
姫
路
観
光
な
び
ポ
ー
ト
前
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
団
体
は
、
よ
り
美
し
く
、
賑
わ
い
の
あ

る
大
手
前
通
り
を
目
指
し
て
、
市
民
、
関
係
諸
団
体
、
行

政
と
協
力
し
な
が
ら
、
街
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
が
、当
日
は
、

六
〇
〇
人
以
上
の
利
用
者
が
あ
り
盛
況
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
国
土
交
通
省
の
平
成
一
七
年
度
社
会
実
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験
の
募
集
を
受
け
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
の
創
出
を
図

る
と
と
も
に
、
国
際
観
光
都
市
づ
く
り
に
向
け
た
姫
路
の

更
な
る
魅
力
向
上
を
図
る
た
め
、
市
、
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
り
、
姫
路
市
商
店
街
連
合
会
や
地
元
ま
ち
づ
く
り

団
体
の
大
手
前
通
り
街
づ
く
り
協
議
会
、
姫
路
城
下
町
街

づ
く
り
協
議
会
と
調
整
し
な
が
ら
、
当
該
各
団
体
を
構
成

員
と
す
る
実
施
組
織
と
し
て

｢姫
路
市
中
心
市
街
地
公
共

空
間
活
用
社
会
実
験
連
絡
協
議
会
｣
(以
下
｢連
絡
協
議

会
｣)
を
平
成
一
七
年
七
月
一
二
日
に
設
立
し
た
。

連
絡
協
議
会
に
お
い
て
協
議
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
姫
路
河
川
国
道
事
務
所
と
姫
路
警
察
署
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

姫
路
市
は
平
成
一
八
年
三
月
二
七
日
に
周
辺
四
町

(家
島

町
、
夢
前
町
、
香
寺
町
、
安
富
町
)
と
合
併
し
た
が
、
〃新
“

姫
路
市
誕
生
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
ウ
ィ
ー
ク
が
平
成
一

七
年
八
月
二
〇
日
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
社
会
実
験
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
こ
の
日
に
設
定
し

た
。連

絡
協
議
会
を
設
立
し
て
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
迎
え

る
ま
で
、
わ
ず
か
四
〇
日
足
ら
ず
。
こ
の
間
、
連
絡
協
議

会
の
事
務
局
に
よ
る
打
合
せ
を
週
一
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で

行
い
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
設
置
場
所
･
仕
様
、
管
理
･
運

営
方
法
、
宣
伝
広
報
方
法
、
賑
わ
い
づ
く
り
の
た
め
の
バ

ン
ド
演
奏
等
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
調
査
内
容
等
の
検
討
を
進

め
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
商
店

街
や
地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
を
通
じ
て
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
セ
ッ
ト
の
管
理
･
保
管
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
沿
道
店

舗
の
選
定
を
進
め
る
な
ど
、
実
施
の
詳
細
を
詰
め
て
い
っ

た
。亘

宥
ー
ラ
ン
カ
フ
ェ
襲
施
概
要

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
設
置
は
、
大
手
前
通
り
は

｢洋
風

テ
ラ
ス
｣
と
し
て
、
東
西
歩
道
の
八
ヵ
所
に
テ
ー
ブ
ル
、

パ
ラ
ソ
ル
、
イ
ス
を
設
置
し
、
商
店
街
は
｢和
風
テ
ラ
ス
｣

と
し
て
、
九
ヵ
所
に
緋
毛
謡
を
敷
い
た
床
机
、
野
点
傘
を

　

　

　

　

　

　
　　

沿
道
店
舗
等

　

I
L

　　　　　　　　　　　

　　　
　

　
　
　

　
　
　

-
･
岱
･l,
章
･l、
.
-l
.
･
-
.
･
l
.
◆
･l
.
･
-
‐
‐
-

車

道

設
置
し
た
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
実
施
日
が
連

続
す
る
場
合
は
、
協
力
店
舗
が
初
日
の
開
始
前
を
除
く
設

営
と
最
終
日
の
終
了
後
を
除
く
撤
去

･
保
管
を
行
い
、
そ

れ
以
外
の
設
置
及
び
撤
去
は
、
委
託
業
者
が
行
い
、
保
管

は
連
絡
協
議
会
が
行
っ
た
。
ま
た
、
日
常
的
な
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
の
清
掃
、
実
施
場
所
周
辺
の
ご
み
処
理
等

の
美
観
維
持
、
駐
輪
整
備
も
協
力
店
舗
が
対
応
す
る
こ
と

と
し
た
。

連
絡
協
議
会
事
務
局
の
役
割
と
し
て
は
、
総
合
的
な
社

会
実
験
の
管
理
、
各
種
調
査
の
実
施
、
天
候
変
化
に
伴
う

実
施
不
可
･
中
断
等
の
判
断
、
及
び
実
施
期
間
中
の
問
い
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写真 4 目由にご利用いただける
ことを表示

合
せ
及
び
ト
ラ
ブ
ル
等
の
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
社
会
実
験
実
施
中
は
、
定
期
的
に
協
議
会
事

務
局
当
番

(約
二
名
)
が
設
置
箇
所
を
巡
回
し
、
実
施
状

況
の
確
認
等
を
行
っ
た
。

な
お
、
大
手
前
通
り
の
東
西
の
歩
道
に
は
、
設
置
場
所

の
状
況
に
応
じ
、
中
央
又
は
車
道
側
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

セ
ッ
ト
を
設
置
。
商
店
街
に
は
、
原
則
、
道
路
中
央
に
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
を
設
置
し
た

(図
2

･
3
)
。

歩
行
者
及
び
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
の
間
仕
切
り
に

ラ
テ
ィ
ス
を
配
置
し
、
ラ
テ
ィ
ス
に
は
社
会
実
験
の
表
示

を
行
う
と
と
も
に
、
自
由
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
示
す
表

示
を
し
た

(写
真
4
)。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
宣
伝
広
報
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
F
M
局
で
の
ス
ポ
ッ
ト
C
M
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
情
報
提
供
、
市
の
広
報
誌

｢広
報
ひ
め
じ
｣
や
タ
ウ

ン
誌
等
へ
の
掲
載
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
賑
わ
い
づ
く
り
も
兼
ね
て
大
手

前
通
り
の
街
灯
等
に
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
掲
出
し
た

(写
真

5
)0四

評
価
分
析

今
回
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
、
三
ヵ
月
間
と
い
う
長
き

に
わ
た
り
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
間
の
気
候
条
件

の
変
化
、
ま
た
、
設
置
場
所
ご
と
に
通
行
量
や
歩
道
幅
員

の
格
差
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
有
無
な
ど
の
異
な
っ
た
条
件
の

下
で
実
施
し
、
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
状
況
の
下
で
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
お
け
る
効
果
や
課
題
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
継
続
実
施
を
視
野

写真5 大手前通りに掲出した
タペストリー

に
、
道
路
空
間
の
活
用
ル
ー
ル
の
内
容
の
適
正
さ
や
、
実

施
組
織
に
よ
る
維
持
管
理
体
制
の
状
況
に
つ
い
て
、
利
用

者
や
来
街
者
の
声
な
ど
か
ら
把
握
し
、
検
証
す
る
こ
と
と

し
た
。

こ
の
た
め
、
次
の
調
査
を
行
っ
た
。

の
通
行
量
調
査

社
会
実
験
実
施
場
所
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地

の
通
行
者
数
を
把
握
し
、
人
の
流
れ
等
を
調
査

②
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
の
属
性
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
に
対
す
る
評
価
等
を
調
査

③

歩
行
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

中
心
市
街
地
に
お
け
る
歩
行
者
属
性
と
歩
行
者
の
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
対
す
る
評
価
等
を
調
査

④
沿
道
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

沿
道
事
業
者
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
対
す
る
評
価
や

沿
道
事
業
者
へ
の
影
響
等
を
調
査

③
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
動
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
の
中
心
市
街
地
に
お
け
る

立
ち
寄
り
先
等
の
動
態
を
中
心
に
調
査

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

○
通
行
量
調
査

･
大
手
前
公
園
で
全
国
陶
器
市
が
開
催
さ
れ
た
一
一
月

三
日
の
通
行
量
は
約
三
一万
人
で
、
そ
れ
以
外
の
日

は
、
約
七
万
人
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
実
施
期
間



に
わ
た
る
顕
著
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。

も
、
設
置
場
所
別
や
エ
リ
ア
別
な
ど
で
特
徴
が
表
れ

○
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

て
い
る
こ
と
か
ら
、

場
所
ご
と

土口
刀

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
対
す
る
評
価
は
、
｢と
て
も
良

い
｣
と
答
え
た
割
合
が
約
四
九
%
あ
り
、
｢良
い
｣

を
含
め
る
と
、
八
五
%
を
占
め
た
。
一
方

｢あ
ま
り

良
く
な
い
｣
及
び

｢良
く
な
い
｣
は
、
五
%
で
あ
っ

た

(図
4
)。

･
市
外
か
ら
の
利
用
者
が
多
い
場
所
で
は
観
光
目
的
の

割
合
が
比
較
的
高
く
、
市
内
が
多
い
場
所
で
は
買
物

目
的
の
割
合
が
高
い
と
い
う
場
所
が
多
か
っ
た
。

･
み
ゆ
き
通
り
で
は
若
い
世
代
が
多
く
、
二
階
町
商
店

街
で
は
、
五
0
~
六
〇
歳
代
が
多
い
。
和
風
テ
ラ
ス

で
は
女
性
が
多
い
、
な
ど
、
上
に
挙
げ
た
点
以
外
に

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
ご
と
の
周
辺

環
境
や
特
徴
に
合
わ
せ
た
カ
フ
ェ
作
り
を
す
る
必
要

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

･
和
風
テ
ラ
ス
で
の
評
価
や
継
続
意
向
が
、
洋
風
テ
ラ

ス
に
比
べ
て
少
し
悪
か
っ
た
。
気
に
な
る
点
の
集
計

で
割
合
が
高
か
っ
た
、
｢歩
道
が
狭
い
｣
や

｢自
転

車
が
気
に
な
る
｣
、
そ
の
他
の
項
目
で
記
入
が
多
か

っ
た
、
｢自
転
車
を
規
制
し
て
ほ
し
い
｣
と
い
っ
た

意
見
を
も
と
に
す
る
と
、
自
転
車
へ
の
対
応
が
今
後

の
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

○
歩
行
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

･
洋
風
テ
ラ
ス
に
対
す
る
評
価
は
、
｢と
て
も
良
い
｣
と

答
え
た
割
合
が
一
六
%
あ
り
、
｢良
い
｣
を
含
め
る
と
、

“

六
八
%
を
占
め
た
。
一
方

｢あ
ま
り
良
く
な
い
｣
及
び

5

｢良
く
な
い
｣
は
、
二
%
で
あ
っ
た

(図
5
)。

･
和
風
テ
ラ
ス
に
対
す
る
評
価
は
、
｢と
て
も
良
い
｣
と

セ一丁

答
え
た
割
合
が
一
八
六
%
あ
り
、
｢良
い
｣
を
含
め
る

靴

と
、
六
四
%
を
占
め
た
。
一
方

｢あ
ま
り
良
く
な
い
｣

及
び

｢良
く
な
い
｣
は
、
三
%
で
あ
っ
た

(図
6
)。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
利
用
し
た
又
は
利
用
す
る
予
定

と
回
答
し
た
人
は
約
三
0
%
で
、
六
五
%
の
人
が
利

用
す
る
予
定
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
に
つ
い
て
回
答
者
の
七
0
%
近
く
の
人
が
と
て

も
良
い
、
良
い
試
み
と
評
価
し
て
お
り
、
否
定
的
な

回
答
は
少
な
い
。
ま
た
、
今
後
の
継
続
に
つ
い
て
も
、

歩行者アンケート調査 隊ロ風テラス]

図 5 歩行者アンケート調査 [洋風テラス]
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図 7 沿道事業者ア、

[洋風テラス]
業者アンケート調査
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熟
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調
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も

、

良
%

之
れ
%

　

　
　
　

あ

ど
量に

約
半
数
が
続
け
て
ほ
し
い
と
答
え
て
い
る
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
対
し
て
、
良
い
と
感
じ
た
点
に

つ
い
て
は
、
洋
風
テ
ラ
ス
、
和
風
テ
ラ
ス
と
も
、
休

憩
が
で
き
る
が
六
0
%
以
上
あ
る
ほ
か
、
通
り
が
お

し
ゃ
れ
、
外
で
飲
食
が
で
き
る
、
賑
わ
い
を
感
じ
る

の
順
に
多
く
回
答
し
て
い
る
一
方
、
気
に
な
る
点
と

し
て
は
、
自
転
車
が
気
に
な
る
、
歩
道
が
狭
い
な
ど

の
ほ
か
、
洋
風
テ
ラ
ス
に
お
い
て
は
、
鳥
の
糞
が
気

に
な
る
、
車
の
騒
音
･
排
気
ガ
ス
が
、
ま
た
和
風
テ

ラ
ス
に
お
い
て
は
、
通
行
の
邪
魔
、
休
憩
が
で
き
な

い
な
ど
の
回
答
が
あ
る
。

○
沿
道
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

･
沿
道
事
業
者
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
対
す
る
評
価

は
、
｢と
て
も
良
い
｣
と

｢良
い
｣
が
、
洋
風

･
和

風
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
も
合
せ
て
約
八
0
%
を
占
め

図 8 沿道事業者アンケート調査
[和風テラス]
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一
方
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ま
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良
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な
い
｣
及
び

｢良
く
な
い
｣
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二
%
で
あ
っ
た

(図
7
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8
)
。

･
実
験
前
後
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
通
行
量
、
来
店
者
、

売
上
げ
と
も
七
0
%
弱
が

｢普
段
ど
お
り
｣
と
答
え

て
お
り
、
｢わ
か
ら
な
い
｣
と
合
わ
せ
て
九
0
%
以

上
を
占
め
、
事
業
者
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
事
業

に
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

･
賑
わ
い
づ
く
り
、
お
も
て
な
し
づ
く
り
へ
の
効
果
に

つ
い
て
は
、
｢効
果
が
あ
っ
た
｣
と
感
じ
て
い
る
事

業
者
は
五
0
%
弱
あ
る
一
方
、｢効
果
が
な
か
っ
た
｣、

｢変
わ
ら
な
い
｣
と
し
た
回
答
も
合
わ
せ
て
四
0
%

近
く
あ
る
。
ま
た
、
｢効
果
は
徐
々
に
出
て
く
る
｣

の
意
見
や
、
継
続
し
た
場
合
に
は

｢効
果
が
期
待
で

き
る
｣
と
す
る
回
答
が
、
｢効
果
が
あ
っ
た
｣
と
す

る
回
答
か
ら
約
一
0
%
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
は
即
効
性
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
る
事
業
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

･
事
業
継
続
に
対
す
る
意
向
と
し
て
、
条
件
付
を
含
め

七
五
%
近
く
の
事
業
者
が
継
続
を
望
ん
で
お
り
、
そ

の
条
件
に
つ
い
て
も
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
に
対
し
て
期
待
は
し
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
事
業
者

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

○
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
動
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

･
来
街
目
的
は
、
全
て
の
エ
リ
ア
で
、
買
物
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
が
、
大
手
前
通
り
に
つ
い
て
は
、
他

の
エ
リ
ア
に
比
べ
、
買
物
以
外
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

で
来
ら
れ
た
人
が
満
遍
な
く
利
用
し
て
お
り
、ま
た
、

観
光
や
イ
ベ
ン
ト
目
的
の
割
合
が
他
の
エ
リ
ア
に
比

べ
て
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用

前
の
立
ち
寄
り
先
の
回
答
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
前
後
に
立
ち
寄
り
先
が
あ

る
と
過
半
数
の
人
が
回
答
し
て
お
り
、
通
り
か
か
っ

て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
知
っ
た
割
合
か
ら
も
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
が
主
に
休
憩
を
目
的
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

･
期
間
中
の
気
候
が
穏
や
か
な
時
期
に
利
用
者
が
多

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
気
候
の
適
当
な
時
期
に
行
う
必
要
が
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あ
る
。
ま
た
、
一
日
の
利
用
時
間
帯
で
は
、
午
後
二

~
四
時
頃
に
利
用
者
が
最
も
多
く
、
こ
の
時
間
帯
は
、

本
来
の
目
的
を
達
し
、
あ
る
い
は
そ
の
途
上
に
あ
っ

て
休
憩
し
た
い
と
思
う
人
が
多
か
っ
た
と
も
推
測
さ

れ
る
。
ま
た
、
一
日
の
暑
さ
が
ピ
ー
ク
と
な
る
時
間

帯
で
も
あ
る
の
で
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
回
復
の
た
め

の
休
憩
場
所
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
工

夫
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

今
後
に
向
け
て

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
社
会
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
す
る
こ
と
で
引
き
出
さ
れ
る
可
能
性

に
つ
い
て
整
理
し
て
み
る
と
、
概
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
o

ー

｢ほ
っ
と
、
ひ
と
休
み
｣
で
き
る
癒
し
の
空
間
創
出

利
用
者
や
歩
行
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ひ
と
休

み
で
き
る
場
所
と
し
て
非
常
に
高
い
評
価
を
得
た
。
こ
れ

は
気
軽
に
ち
ょ
っ
と
腰
休
め
に
休
憩
で
き
る
適
当
な
場
所

が
あ
ま
り
無
く
、
休
憩
場
所
に
対
す
る
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
子
ど
も

連
れ
や
高
齢
者
等
の
ニ
ー
ズ
は
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
よ
り
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
｢ほ

っ
と
、
ひ
と
休
み
｣
で
き
る
、
癒
し
の
空
間
創
出
の
可
能

性
が
あ
る
。

2

ま
ち
が
お
し
ゃ
れ
に

通
り
が
お
し
ゃ
れ
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
点
で
も
、
利

用
者
や
歩
行
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
比
較
的
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、大
手
前
通
り
の
方
が
商
店
街
に
比
べ
、

よ
り
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
割
合
が
高
い
が
、
周
囲
の
景
観

と
よ
り
調
和
す
る
場
所
の
選
定
や
音
に
よ
る
演
出
な
ど
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
お
し
ゃ
れ
な
感
じ
を
醸
し
出
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。

3

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出

沿
道
事
業
者
の
評
価
に
反
し
、
利
用
者
や
歩
行
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
賑
わ
い
創
出
効
果
も
少
な
か
ら

ず
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
に
加
え
、
通
り

に
掲
げ
ら
れ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
目
に
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
ま
ち
全
体
で
何
か
や
っ
て
い
る
な
と
い
う
期
待
感

や
高
揚
感
が
あ
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
バ

ン
ド
演
奏
等
を
行
っ
た
な
び
ポ
ー
ト
前
で
は
非
常
に
賑
わ

っ
て
い
た
光
景
も
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
ま
ち
全
体
で
の

盛
り
上
げ
の
演
出
や
イ
ベ
ン
ト
的
な
他
の
要
素
も
加
え
る

等
の
工
夫
に
よ
り
、
さ
ら
に
賑
わ
い
創
出
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
る
。

4

お
店
の
売
上
向
上

以
上
の
取
組
み
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
者

が
増
え
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
の
で

き
る
環
境
が
醸
成
さ
れ
て
い
け
ば
、
回
遊
性
が
高
ま
り
、

ま
ち
で
の
滞
留
時
間
も
増
え
て
買
い
物
等
を
楽
し
む
時
間

が
増
え
、
ひ
い
て
は
お
店
の
売
上
向
上
に
も
寄
与
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
可
能
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
も
継
続
し
、
本

格
的
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
社
会
実

験
の
結
果
を
活
か
し
、
道
路
空
間
の
活
用
ル
ー
ル
等
の
仕
組

み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
、

活
用
し
や
す
い
公
共
空
間
の
整
備
も
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
中
で
、
都

市
の
魅
力
で
あ
る

｢賑
わ
い
｣
を
演
出
す
る
舞
台
と
し
て
の

道
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

先
に
も
触
れ
た
、
｢姫
路
市
地
域
経
済
再
生
プ
ラ
ン
｣
に

お
い
て
は
、
｢条
件
整
備
は
行
政
、
経
済
活
動
は
民
間
｣
と

い
う
役
割
分
担
を
基
本
に
し
、
民
間
部
門
と
行
政
が
協
力
し

て
経
済
再
生
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
八
年
度
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
社
会
実
験
の
取
組
み
を
踏

ま
え
て
、
官
民
が
協
力
･
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
春
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
実
施
し
た
が
、
秋
に
も
季
候
の
良
い
時
期
に
集
中
的

に
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
取
組
み
を
は
じ
め
、
賑
わ
い
と
活

気
あ
ふ
れ
る
都
心
の
再
生
の
た
め
の
取
組
み
を
今
後
と
も

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。




